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　まもなく、能美市防災センターがオープンとなり、市民の防災に関する知識の向上や
自主防災組織活動の推進が期待されています。
　能美市消防団寺井分団の団員として地域の安心安全に務めている中條直広さん（寺井町：写真左）は、
６人の子どもを育てる一家の大黒柱。そんな父親の姿に憧れを抱く４人の息子たちの「地域のために役立ちたい」
と力強く語る表情はとても頼もしく感じられました。

　まもなく、能美市防災センターがオープンとなり、市民の防災に関する知識の向上や
自主防災組織活動の推進が期待されています。
　能美市消防団寺井分団の団員として地域の安心安全に務めている中條直広さん（寺井町：写真左）は、
６人の子どもを育てる一家の大黒柱。そんな父親の姿に憧れを抱く４人の息子たちの「地域のために役立ちたい」
と力強く語る表情はとても頼もしく感じられました。
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表紙
大切な人、大切なまちは
自分たちで守る
大切な人、大切なまちは
自分たちで守る
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今定例会は、2月29日（月）から3月23日（水）までの24
日間の会期で開かれました。市長から提出された議案41
件及び報告1件については、可決・同意しましたが、請願3
件については不採択となりました。
また、議会議案として、山口慧子議員に対する「議員辞

職勧告決議」が提出され、可決されました。主な議案の
内容は以下のとおりです。

平成28年３月定例会

ックアップピ

▲防災に関する資料の展示や体験学習施設等も
　設けられています

●能美市防災センター条例の制定

●平成27年度能美市一般会計補正予算

▲農業者、家庭菜園実施者等の交流で、農業者の元気・
　やる気を高めます

　平成27年度能美市一般会計補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ4,100万円を減額し、予算
総額が240億2,900万円となりました。
　国の補正予算に対応する事業として、石川県と金沢市・南加賀６市町の広域連携により小松空港の活性化を
図る「観光地域づくりに向けた石川版ＤＭＯ形成推進事業」をはじめ、地方創生の先駆的取り組みとして「の
み農げんきコミュニティ創造プロジェクト事業」等が地方創生加速化交付金の対象事業として実施されること
になりました。
　なお、一般会計補正予算の主な内容については、次のとおりです。

●観光地域づくりに向けた石川版ＤＭＯ形成推進事業 1,000千円
石川県と金沢市・南加賀６市町の広域連携により小松空港
の活性化を図るもの

●のみ農げんきコミュニティ創造プロジェクト事業 1,241千円
農業者、消費者、商工業者などが集い、交流する場を創出
するもの

●農業者経営力等パワーアップ推進事業 ……… 2,000千円
若手農業者、新規就農者、女性就農者などによる勉強会や
先進地視察を支援するもの

●里山資源パワーアップ研究開発支援事業 …… 1,100千円
木材やシイタケ、キノコなど里山資源を生かした仕事づく
りの研究開発を支援するもの

石川県と金沢市・南加賀６市町の広域連携により
小松空港の活性化を

平成28年5月下旬にオープンが予定されている「能美市防
災センター」は、市民の防災に関する知識及び技術の普及向
上などを図るほか、自主防災組織活動を推進することを目的
に設置されました。オープンに向けて、施設の利用に関する
こと等、管理に必要な事項が定められました。

防災センターに関する規定
が定められました

●能美市行政不服審査会条例の制定

行政が行った処分に対しての不服申し立ての制度として制定された「行政不服審査法」の改正に伴い、
「能美市行政不服審査会条例」が制定されました。
市民からの不服申立て審査請求に対して、審理された内容の妥当性を第三者機関（行政不服審査会）が
チェックを行うものであり、審査の公正性の向上が期待されます。

行政不服審査会が設置されました

●能美市本社機能立地促進のための固定資産税の不均一課税に関する条例の制定

地方拠点の強化及び拡充を行う事業者に対して、固定
資産税の通常税率（1.4％）が初年度から３年間、段階的に
軽減されます。
東京23区にある本社機能を地方に移転する場合の「移
転型」と、地方にある本社機能を拡充する場合の「拡充型」
があり、それぞれの軽減割合と税率は次のとおりです。

能美市に本社機能を移した企業の固定資産税の
負担が軽減されます

第12代
能美市議会議長

北野　 哲

第12代
能美市議会議長

北野　 哲

議長が交代しました
定例会最終日、米田敏勝議長の辞任に伴う議長選挙が
行われ、北野哲議員（中ノ江町）が新議長に
選ばれました。

議長が交代しました
定例会最終日、米田敏勝議長の辞任に伴う議長選挙が
行われ、北野哲議員（中ノ江町）が新議長に
選ばれました。

［就任あいさつ］
開かれた議会、市民の負託に応える議会を
能美市が合併し12年目に入りました。
人口増、企業誘致等、非常に前途明るい状況にあります。
議会が一丸となって「開かれた議会」「市民の負託に応える議会」を目指し、
執行部と議論しながら、今以上の市政発展につなげていきます。

［就任あいさつ］
開かれた議会、市民の負託に応える議会を
能美市が合併し12年目に入りました。
人口増、企業誘致等、非常に前途明るい状況にあります。
議会が一丸となって「開かれた議会」「市民の負託に応える議会」を目指し、
執行部と議論しながら、今以上の市政発展につなげていきます。

※適用期間は平成30年3月31日までとなります

税率
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0.933%

１年目

２年目

３年目

移転型 拡充型

軽減割合

4/4
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税率
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　市長から提出された議案や請願は、４つの常任委員会に付託し、
より詳細な審査を行っています。主な審査内容は次のとおりです。

委員会審査報告

山口　慧子、東　　正幸
田中策次郎、仙台　謙三
議長を除く全議員

近藤　啓子、嵐　　昭夫
森　　善克、田中大佐久

杉田　隆一、居村　清二
山本　　悟橋本　崇史

開道　昌信

近藤　　博

北野　　哲

南山　修一

倉元　正順

委員会名 委員長 副委員長 委　員

総　　務

産業経済

教育福祉

嵐　　昭夫居村　清二予算決算

能美市本社機能立地促進のための
固定資産税の不均一課税に関する
条例の制定

Q　不均一課税の税率は県内他市と比較して
どうなのか。

A　県内では野々市市だけがすでに制定され
ており、1年目の軽減割合は10分の9で、税
率は0.14％である。

能美市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例

国の方針に鑑み、平成26年度から据え置かれ
ている課税限度額を平成27年度地方税法施行
令の改正に準じ引き上げるもの

課税限度額については条例で低い金額
に定めることができることから、課税限度
額を引き上げる条例案には反対である。

能美市消防団活動拠点施設の設
置及び管理に関する条例の制定
防災センター敷地内に消防団寺井分団の活動拠
点施設が建設されることや、既存の根上分署を
「能美市根上分団活動拠点施設」に名称変更する
ことに伴い、新たに条例を制定するもの

Q　辰口分団の活動拠点施設はどうなるのか。

A　平成28年度に辰口分団活動拠点施設の新
設工事を行い、完成後、条例に追加する。

総　務教育
福祉

産業
経済

反対
討論
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今定例会は、2月29日（月）から3月23日（水）までの24
日間の会期で開かれました。市長から提出された議案41
件及び報告1件については、可決・同意しましたが、請願3
件については不採択となりました。
また、議会議案として、山口慧子議員に対する「議員辞

職勧告決議」が提出され、可決されました。主な議案の
内容は以下のとおりです。

平成28年３月定例会

ックアップピ

▲防災に関する資料の展示や体験学習施設等も
　設けられています

●能美市防災センター条例の制定

●平成27年度能美市一般会計補正予算

▲農業者、家庭菜園実施者等の交流で、農業者の元気・
　やる気を高めます

　平成27年度能美市一般会計補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ4,100万円を減額し、予算
総額が240億2,900万円となりました。
　国の補正予算に対応する事業として、石川県と金沢市・南加賀６市町の広域連携により小松空港の活性化を
図る「観光地域づくりに向けた石川版ＤＭＯ形成推進事業」をはじめ、地方創生の先駆的取り組みとして「の
み農げんきコミュニティ創造プロジェクト事業」等が地方創生加速化交付金の対象事業として実施されること
になりました。
　なお、一般会計補正予算の主な内容については、次のとおりです。

●観光地域づくりに向けた石川版ＤＭＯ形成推進事業 1,000千円
石川県と金沢市・南加賀６市町の広域連携により小松空港
の活性化を図るもの

●のみ農げんきコミュニティ創造プロジェクト事業 1,241千円
農業者、消費者、商工業者などが集い、交流する場を創出
するもの

●農業者経営力等パワーアップ推進事業 ……… 2,000千円
若手農業者、新規就農者、女性就農者などによる勉強会や
先進地視察を支援するもの

●里山資源パワーアップ研究開発支援事業 …… 1,100千円
木材やシイタケ、キノコなど里山資源を生かした仕事づく
りの研究開発を支援するもの

石川県と金沢市・南加賀６市町の広域連携により
小松空港の活性化を

平成28年5月下旬にオープンが予定されている「能美市防
災センター」は、市民の防災に関する知識及び技術の普及向
上などを図るほか、自主防災組織活動を推進することを目的
に設置されました。オープンに向けて、施設の利用に関する
こと等、管理に必要な事項が定められました。

防災センターに関する規定
が定められました

●能美市行政不服審査会条例の制定

行政が行った処分に対しての不服申し立ての制度として制定された「行政不服審査法」の改正に伴い、
「能美市行政不服審査会条例」が制定されました。
市民からの不服申立て審査請求に対して、審理された内容の妥当性を第三者機関（行政不服審査会）が
チェックを行うものであり、審査の公正性の向上が期待されます。

行政不服審査会が設置されました

●能美市本社機能立地促進のための固定資産税の不均一課税に関する条例の制定

地方拠点の強化及び拡充を行う事業者に対して、固定
資産税の通常税率（1.4％）が初年度から３年間、段階的に
軽減されます。
東京23区にある本社機能を地方に移転する場合の「移
転型」と、地方にある本社機能を拡充する場合の「拡充型」
があり、それぞれの軽減割合と税率は次のとおりです。

能美市に本社機能を移した企業の固定資産税の
負担が軽減されます

第12代
能美市議会議長

北野　 哲

第12代
能美市議会議長

北野　 哲

議長が交代しました
定例会最終日、米田敏勝議長の辞任に伴う議長選挙が
行われ、北野哲議員（中ノ江町）が新議長に
選ばれました。

議長が交代しました
定例会最終日、米田敏勝議長の辞任に伴う議長選挙が
行われ、北野哲議員（中ノ江町）が新議長に
選ばれました。

［就任あいさつ］
開かれた議会、市民の負託に応える議会を
能美市が合併し12年目に入りました。
人口増、企業誘致等、非常に前途明るい状況にあります。
議会が一丸となって「開かれた議会」「市民の負託に応える議会」を目指し、
執行部と議論しながら、今以上の市政発展につなげていきます。

［就任あいさつ］
開かれた議会、市民の負託に応える議会を
能美市が合併し12年目に入りました。
人口増、企業誘致等、非常に前途明るい状況にあります。
議会が一丸となって「開かれた議会」「市民の負託に応える議会」を目指し、
執行部と議論しながら、今以上の市政発展につなげていきます。

※適用期間は平成30年3月31日までとなります
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　市長から提出された議案や請願は、４つの常任委員会に付託し、
より詳細な審査を行っています。主な審査内容は次のとおりです。

委員会審査報告

山口　慧子、東　　正幸
田中策次郎、仙台　謙三
議長を除く全議員

近藤　啓子、嵐　　昭夫
森　　善克、田中大佐久

杉田　隆一、居村　清二
山本　　悟橋本　崇史

開道　昌信

近藤　　博

北野　　哲

南山　修一

倉元　正順

委員会名 委員長 副委員長 委　員

総　　務

産業経済

教育福祉

嵐　　昭夫居村　清二予算決算

能美市本社機能立地促進のための
固定資産税の不均一課税に関する
条例の制定

Q　不均一課税の税率は県内他市と比較して
どうなのか。

A　県内では野々市市だけがすでに制定され
ており、1年目の軽減割合は10分の9で、税
率は0.14％である。

能美市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例

国の方針に鑑み、平成26年度から据え置かれ
ている課税限度額を平成27年度地方税法施行
令の改正に準じ引き上げるもの

課税限度額については条例で低い金額
に定めることができることから、課税限度
額を引き上げる条例案には反対である。

能美市消防団活動拠点施設の設
置及び管理に関する条例の制定
防災センター敷地内に消防団寺井分団の活動拠
点施設が建設されることや、既存の根上分署を
「能美市根上分団活動拠点施設」に名称変更する
ことに伴い、新たに条例を制定するもの

Q　辰口分団の活動拠点施設はどうなるのか。

A　平成28年度に辰口分団活動拠点施設の新
設工事を行い、完成後、条例に追加する。

総　務教育
福祉

産業
経済

反対
討論
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で
あ
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　今定例会では、市長から提出された平成28年度の新年度予算に関する議案（10件）と
平成27年度補正予算に関する議案（6件）について審査が行われました。
　議長を除いた全議員で構成する予算決算常任委員会全体会で慎重な審査を行ったほか、
委員会を３つの分科会に分け、分科会ごとにも集中的に審査を行いました。
　最終日の本会議で予算決算常任委員長から審査内容の報告があり、採決の結果、すべて
の議案が可決されました。
　なお、主な審査内容は次のとおりです。

　今定例会では、市長から提出された平成28年度の新年度予算に関する議案（10件）と
平成27年度補正予算に関する議案（6件）について審査が行われました。
　議長を除いた全議員で構成する予算決算常任委員会全体会で慎重な審査を行ったほか、
委員会を３つの分科会に分け、分科会ごとにも集中的に審査を行いました。
　最終日の本会議で予算決算常任委員長から審査内容の報告があり、採決の結果、すべて
の議案が可決されました。
　なお、主な審査内容は次のとおりです。

「使い道」を厳しく審査「使い道」を厳しく審査

～平成28年度予算審議～

能美市のお金
～平成28年度予算審議～

能美市のお金
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と
き
の
補
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率
が
違
う
が
、

そ
の
事
業
の
違
い
は
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か
。
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営
体
育
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援
事
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従
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で
、
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業
者
等
の
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体
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象
者
で
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事
業
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３
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の
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、
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り
を
融
資
す
る
と

い
う
事
業
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。
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が
国
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と
な
る
。

山口慧子議員に２度目の議員辞職勧告決議

　能美市議会議員政治倫理条例に違反したとして、９月に議長から辞職勧告を受けていた山口慧子議
員に対する「議員辞職勧告決議」が提出されました。昨年の12月に続き、今回で２度目の提出となる
この決議では、提案者である居村清二副議長が提案理由を述べたあと、近藤啓子議員が反対討論を、
近藤博議員、仙台謙三議員が賛成討論を述べました。
　採決の結果、近藤啓子議員を除く、全議員が賛成し、議員辞職勧告決議が可決されました。

条例違反を犯したこと、その後の対応に不十分
さを残したことは深くお詫びする。
責任の所在を明らかにせず、出処進退を表明し
ないという異常な事態が続いたことについては、山
口議員自身が精神的にも大きな衝撃を受けていて、
そういう状況ではなかったためであり、その後、議
員を継続するということを明らかにした。
議会の混乱を招いたのではないかという問題で
あるが、議会の招集に応じた議員が自分たちの思い
で、山口議員の発言の際に勝手に退席をすることは
やはり許されない。議長は議会の正常化のために議

市民の期待を裏切って
いる

一連の政治倫理条例違反をめぐり、議会による
辞職勧告決議を受けるに至った事件の要因は、山
口議員が、１度、他の議員から市との請負い契約
を指摘された後、適正な対応を取らず、再び同様
の事件を引き起こした事にある。
今回、政治倫理条例の違反対象となった「粟生
保育園新築工事」では、議員の立場を利用して設
計書を入手し、詳細な設計金額を探ろうとした疑
惑について、何の説明もしていない。
山口議員は、条例違反を認め謝罪し、記者会見
も行ったので、本件は終了したとしている。今後、
再び条例違反が起きた場合の辞職の有無について
は、「自分がした事ではないので難しい」とし、
他にも条例軽視の発言がなされている事は由々し
き事態である。
また、自身に都合の悪いブログの記事を議会で
指摘されると、その後、それらの記事が削除ある
いは書き換えられている事は看過できない。
全ての事の発端は、山口議員
が、身内で行うべきであった問
題の解決を怠り、辞職勧告の際
に指摘された事柄に何の説明も
行わなかった事にある。事態の
深刻さを真摯に受け止め、直ち
に議員の職を辞すべきである。

ベルリンの壁が崩壊してからの東西の冷戦がなく
なり、グローバルスタンダードは政治家も企業の経
営者もこれからは「素直になれ」「真実を語れ」で
ある。議員が本当になすべきことは、謝罪ではなく
素直に真実を語る姿勢により、みずから出処進退を
明らかにしてく方法のほか選択の余地はない。
山口議員の発言は、その場限りの言いわけにしか

聞こえず「私たちは正しくて市民から支持を得てい
る市議会議員であり、何ら説明をする必要はない」
と言わんばかりである。このような態度で居座り続
けることは大変残念であり、憤りを感じる。山口議
員の行動は、能美市議会だけではなく、共産党員に
も恥をかかせている。
また、山口議員の行動は、よりよい議会の実現に

向け改革に取り組んでいる我々にとっては水を差す
ような行為であり、とても同じ仲間とは思えない。
また、今後も党派を超えて一緒に改革をしていこう
という気にもならない。無責任きわまりなく、市民
から選ばれた議員として期待を
裏切る以外の何物でもない。
山口議員には、この辞職勧告

決議が二度目となることを重く
受け止め、深く反省していただ
き、速やかに辞職されんことを
強く要望する。

～市議会議員としての高い倫理観を市民に示すべき～

賛成
事態の深刻さを真摯に
受け止めよ賛成

地方自治法上の責任
はない反対

近藤　博 議員仙台 謙三 議員

員を呼び戻す責任がある。
「他の議員も同じようにすればいい」という恣意
的条例解釈の問題については、地方自治法上の責任
は問わないという私たちの考えであるということを
述べたものであり、恣意的な条例解釈には通じない。
山口議員はお詫びもし、この３月議会において
は本会議の発言は自粛をすると
いうこの立場で臨んでいる。山
口議員は、今までの議員活動の
経験も生かし、これからも市民
の声を届けて、市民の立場で頑
張るという決意をしている。こ
の思いを皆さん方には深く受け
とめていただきたい。 近藤 啓子 議員

▲能美市選手団の活躍が期待されます
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加
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入
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と
が
要
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で
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。
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堤
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今
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工
事
は
、
６
段
目
に
あ
た
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高
さ
2.5

メ
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ル
の
築
堤
工
事
を
実
施
す
る
。

 

観
光
情
報
発
信
強
化

平
成
28
年
度
に
設
置
す
る

案
内
看
板
に
は
英
語
（
多

言
語
）
表
記
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看
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更
新
を
予
定
し
て
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り
、
全
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と
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。

そ
の
過
程
の
中
で
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を
加
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て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　今定例会では、市長から提出された平成28年度の新年度予算に関する議案（10件）と
平成27年度補正予算に関する議案（6件）について審査が行われました。
　議長を除いた全議員で構成する予算決算常任委員会全体会で慎重な審査を行ったほか、
委員会を３つの分科会に分け、分科会ごとにも集中的に審査を行いました。
　最終日の本会議で予算決算常任委員長から審査内容の報告があり、採決の結果、すべて
の議案が可決されました。
　なお、主な審査内容は次のとおりです。

　今定例会では、市長から提出された平成28年度の新年度予算に関する議案（10件）と
平成27年度補正予算に関する議案（6件）について審査が行われました。
　議長を除いた全議員で構成する予算決算常任委員会全体会で慎重な審査を行ったほか、
委員会を３つの分科会に分け、分科会ごとにも集中的に審査を行いました。
　最終日の本会議で予算決算常任委員長から審査内容の報告があり、採決の結果、すべて
の議案が可決されました。
　なお、主な審査内容は次のとおりです。

「使い道」を厳しく審査「使い道」を厳しく審査

～平成28年度予算審議～

能美市のお金
～平成28年度予算審議～

能美市のお金
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山口慧子議員に２度目の議員辞職勧告決議

　能美市議会議員政治倫理条例に違反したとして、９月に議長から辞職勧告を受けていた山口慧子議
員に対する「議員辞職勧告決議」が提出されました。昨年の12月に続き、今回で２度目の提出となる
この決議では、提案者である居村清二副議長が提案理由を述べたあと、近藤啓子議員が反対討論を、
近藤博議員、仙台謙三議員が賛成討論を述べました。
　採決の結果、近藤啓子議員を除く、全議員が賛成し、議員辞職勧告決議が可決されました。

条例違反を犯したこと、その後の対応に不十分
さを残したことは深くお詫びする。
責任の所在を明らかにせず、出処進退を表明し
ないという異常な事態が続いたことについては、山
口議員自身が精神的にも大きな衝撃を受けていて、
そういう状況ではなかったためであり、その後、議
員を継続するということを明らかにした。
議会の混乱を招いたのではないかという問題で
あるが、議会の招集に応じた議員が自分たちの思い
で、山口議員の発言の際に勝手に退席をすることは
やはり許されない。議長は議会の正常化のために議

市民の期待を裏切って
いる

一連の政治倫理条例違反をめぐり、議会による
辞職勧告決議を受けるに至った事件の要因は、山
口議員が、１度、他の議員から市との請負い契約
を指摘された後、適正な対応を取らず、再び同様
の事件を引き起こした事にある。
今回、政治倫理条例の違反対象となった「粟生
保育園新築工事」では、議員の立場を利用して設
計書を入手し、詳細な設計金額を探ろうとした疑
惑について、何の説明もしていない。
山口議員は、条例違反を認め謝罪し、記者会見
も行ったので、本件は終了したとしている。今後、
再び条例違反が起きた場合の辞職の有無について
は、「自分がした事ではないので難しい」とし、
他にも条例軽視の発言がなされている事は由々し
き事態である。
また、自身に都合の悪いブログの記事を議会で
指摘されると、その後、それらの記事が削除ある
いは書き換えられている事は看過できない。
全ての事の発端は、山口議員
が、身内で行うべきであった問
題の解決を怠り、辞職勧告の際
に指摘された事柄に何の説明も
行わなかった事にある。事態の
深刻さを真摯に受け止め、直ち
に議員の職を辞すべきである。

ベルリンの壁が崩壊してからの東西の冷戦がなく
なり、グローバルスタンダードは政治家も企業の経
営者もこれからは「素直になれ」「真実を語れ」で
ある。議員が本当になすべきことは、謝罪ではなく
素直に真実を語る姿勢により、みずから出処進退を
明らかにしてく方法のほか選択の余地はない。
山口議員の発言は、その場限りの言いわけにしか

聞こえず「私たちは正しくて市民から支持を得てい
る市議会議員であり、何ら説明をする必要はない」
と言わんばかりである。このような態度で居座り続
けることは大変残念であり、憤りを感じる。山口議
員の行動は、能美市議会だけではなく、共産党員に
も恥をかかせている。
また、山口議員の行動は、よりよい議会の実現に

向け改革に取り組んでいる我々にとっては水を差す
ような行為であり、とても同じ仲間とは思えない。
また、今後も党派を超えて一緒に改革をしていこう
という気にもならない。無責任きわまりなく、市民
から選ばれた議員として期待を
裏切る以外の何物でもない。
山口議員には、この辞職勧告

決議が二度目となることを重く
受け止め、深く反省していただ
き、速やかに辞職されんことを
強く要望する。

～市議会議員としての高い倫理観を市民に示すべき～

賛成
事態の深刻さを真摯に
受け止めよ賛成

地方自治法上の責任
はない反対

近藤　博 議員仙台 謙三 議員

員を呼び戻す責任がある。
「他の議員も同じようにすればいい」という恣意
的条例解釈の問題については、地方自治法上の責任
は問わないという私たちの考えであるということを
述べたものであり、恣意的な条例解釈には通じない。
山口議員はお詫びもし、この３月議会において
は本会議の発言は自粛をすると
いうこの立場で臨んでいる。山
口議員は、今までの議員活動の
経験も生かし、これからも市民
の声を届けて、市民の立場で頑
張るという決意をしている。こ
の思いを皆さん方には深く受け
とめていただきたい。 近藤 啓子 議員

▲能美市選手団の活躍が期待されます
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　3月23日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意
見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

　「地方創生」は、今後の社会保障費、教育費と地方交付税の削減を進めるものである。
　国の地方創生交付金は、政府の政策方針のマッチがなければ採用されないものであ
り、これに振り回されず能美市のビジョンに基づいた事業の推進をすべきである。
　また、社会保障に関しても、子育て支援として、保育料の半額や無料化の実現や妊婦
健診の充実、産後の支援などの充実はされている一方で、自助・公助の姿勢で制度の
縮小やがん検診の有料化等、市民への自己負担を増やし、益々格差拡大としている。
　さらに、（仮称）能美根上インターチェンジ事業等は、住民との合意は十分ではない。
今後の公共施設等総合管理計画に大きな予算が求められており、合意形成できていな
い大型の不要不急の事業は厳しく見直すべき。

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長（米田敏勝）は採決に加わりません。
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　この条例では都市間競争に打ち勝つためと、初年度の固定資産税をゼロとし、他の市よ
りも優遇するものである。同時に補助金要綱も策定し、投資への補助、雇用への助成を行
うものである。
　そもそも企業が本社移転するのは、企業としての利益の見込みのもとでの移転や拡充
を行っている。法人税減税など国、県の支援もある。企業に対する優遇策であり反対である。

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛  成
山本　悟

議 員
(能美保守の会)

●能美市本社機能立地促進のための固定資産税の不均一課税に関する条例の制定

　普通交付税が段階的に縮減されていく中、限られた財源を効率よく有効に活用し、
将来世代にツケを残さないために安定した行財政基盤の構築を主眼に置いた予算編
成となっている。
　若者の人生設計を応援する「まちぐるみ人生設計応援事業」や、未来ある若者や子ど
もの支援体制の充実につなげる「子ども未来応援計画策定事業」、効率的で効果的な行
政運営を行うための新たな「行政評価システム」の構築、放課後児童クラブを併設した

「新長野保育園」の建設など、引き続き公共の福祉の増進と生活や産業の基盤となる事
業が予算計上されており賛同できる。

●平成28年度一般会計予算

能美市本社機能立地促進のための固定資産税の不均一課
税に関する条例の制定

能美市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例

能美市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例
能美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
平成28年度能美市一般会計予算
平成28年度能美市国民健康保険特別会計予算
平成28年度能美市介護保険特別会計予算
平成27年度能美市一般会計補正予算（第３号）
平成27年度能美市介護保険特別会計補正予算（第３号）
「消費税10％増税中止の意見書」採択を求める請願書
憲法違反の安全保障関連２法（国際平和支援法、平和安
全法制整備）の廃止を求める意見書採択についての請願
TPP協定を国会で批准しないことを求める請願
山口慧子議員に対する議員辞職勧告決議
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　3月23日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意
見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

　「地方創生」は、今後の社会保障費、教育費と地方交付税の削減を進めるものである。
　国の地方創生交付金は、政府の政策方針のマッチがなければ採用されないものであ
り、これに振り回されず能美市のビジョンに基づいた事業の推進をすべきである。
　また、社会保障に関しても、子育て支援として、保育料の半額や無料化の実現や妊婦
健診の充実、産後の支援などの充実はされている一方で、自助・公助の姿勢で制度の
縮小やがん検診の有料化等、市民への自己負担を増やし、益々格差拡大としている。
　さらに、（仮称）能美根上インターチェンジ事業等は、住民との合意は十分ではない。
今後の公共施設等総合管理計画に大きな予算が求められており、合意形成できていな
い大型の不要不急の事業は厳しく見直すべき。

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。
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　この条例では都市間競争に打ち勝つためと、初年度の固定資産税をゼロとし、他の市よ
りも優遇するものである。同時に補助金要綱も策定し、投資への補助、雇用への助成を行
うものである。
　そもそも企業が本社移転するのは、企業としての利益の見込みのもとでの移転や拡充
を行っている。法人税減税など国、県の支援もある。企業に対する優遇策であり反対である。

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛  成
山本　悟

議 員
(能美保守の会)

●能美市本社機能立地促進のための固定資産税の不均一課税に関する条例の制定

　普通交付税が段階的に縮減されていく中、限られた財源を効率よく有効に活用し、
将来世代にツケを残さないために安定した行財政基盤の構築を主眼に置いた予算編
成となっている。
　若者の人生設計を応援する「まちぐるみ人生設計応援事業」や、未来ある若者や子ど
もの支援体制の充実につなげる「子ども未来応援計画策定事業」、効率的で効果的な行
政運営を行うための新たな「行政評価システム」の構築、放課後児童クラブを併設した

「新長野保育園」の建設など、引き続き公共の福祉の増進と生活や産業の基盤となる事
業が予算計上されており賛同できる。

●平成28年度一般会計予算

能美市本社機能立地促進のための固定資産税の不均一課
税に関する条例の制定

能美市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例

能美市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例
能美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
平成28年度能美市一般会計予算
平成28年度能美市国民健康保険特別会計予算
平成28年度能美市介護保険特別会計予算
平成27年度能美市一般会計補正予算（第３号）
平成27年度能美市介護保険特別会計補正予算（第３号）
「消費税10％増税中止の意見書」採択を求める請願書
憲法違反の安全保障関連２法（国際平和支援法、平和安
全法制整備）の廃止を求める意見書採択についての請願
TPP協定を国会で批准しないことを求める請願
山口慧子議員に対する議員辞職勧告決議

行
す
る
。
ま
た
、
普
通
交
付
税
の
縮
減

な
ど
に
備
え
る
た
め
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア

ン
ド
ビ
ル
ド
を
念
頭
に
お
い
た
業
務
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
推
進
す
る
。

 

能
美
創
生
総
合
戦
略

Q
能
美
市
版
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合

戦
略
の
特
徴
は
何
か
　

A
目
標
年
次
を
25
年
後
の
２
０
４
０
年

と
し
、
将
来
人
口
推
計
を
国
の
推
計
値

と
比
較
し
て
約
１
，５
０
０
人
上
振
れ

す
る
４
万
８
，８
０
０
名
と
い
う
目
標

を
掲
げ
た
。
そ
の
た
め
の
き
め
細
や
か

な
「
し
ご
と
づ
く
り
」
「
ひ
と
つ
な

ぎ
」
「
ま
ち
づ
く
り
」
「
ひ
と
づ
く

り
」
の
施
策
の
ほ
か
、
そ
れ
ら
を
動
か

す
動
力
源
と
な
る
社
会
の
「
し
く
み
づ

く
り
」
を
総
合
戦
略
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
 

新
年
度
予
算
編
成

Q
平
成
28
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
３

つ
の
基
本
方
針
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か

A
ま
ち
ぐ
る
み
で
若
者
の
人
生
設
計
を

応
援
す
る
事
業
や
地
域
の
活
性
化
と
移

住
希
望
者
の
受
け
入
れ
を
推
進
す
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
取
り
組
む

ほ
か
、
域
外
交
通
ア
ク
セ
ス
対
策
と
し

て
、
金
沢
、
小
松
方
面
へ
の
通
学
の
実

態
調
査
を
実
施
し
、
調
査
結
果
を
も
と

に
冬
期
間
の
通
学
バ
ス
を
試
験
的
に
運

 

能
美
広
域
事
務
組
合

Q
能
美
広
域
事
務
組
合
が
解
散
す
る
見

通
し
と
な
っ
た
経
緯
は
。ま
た
、美
化
セ

ン
タ
ー
は
ど
う
な
る
の
か
　

A
消
防
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
体
制
が
一
番
い
い
の
か
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、
能
美
広
域
事
務
組

合
の
エ
リ
ア
を
東
部
、
中
央
、
西
部
の

３
地
区
に
分
け
、
１
本
部
１
署
１
分
署

１
出
張
所
と
す
る
案
が
最
適
で
は
な
い

か
と
川
北
町
に
提
案
し
、
協
議
を
進
め

て
き
た
。
し
か
し
、
川
北
町
と
し
て
は

現
在
の
川
北
分
署
を
移
転
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
能
美
広
域
事
務
組
合
か
ら
の

分
離
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
美
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も

平
成
28
年
度
中
に
解
散
に
向
け
て
調
整

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

 
マ
イ
ナ
ス
金
利

Q
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
導
入
に

よ
り
、
能
美
市
に
お
い
て
市
債
の
発
行
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
　

A
今
後
借
り
入
れ
る
市
債
に
つ
い
て
は

借
入
利
率
の
低
下
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

　
代
表
質
問
と
は
、
会
派
を
代
表
し
た
議
員
が
、
市
長
の
市
政
方
針
や
予
算
編
成
方
針
に

対
し
て
行
う
質
問
の
こ
と
で
す
。
市
政
方
針
や
予
算
編
成
方
針
な
ど
は
関
心
も
高
く
、
議

員
個
人
の
質
問
内
容
が
重
複
し
や
す
い
た
め
、
会
派
の
代
表
者
が
一
括
し
て
質
問
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
な
質
問
の
機
会
と
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
能
美
市
議
会
で
は
、
３
月
定

例
会
の
み
代
表
質
問
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
今
定
例
会
で
は
、
能
美
保
守
の
会
を
代
表
し

て
３
名
の
議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

金
利
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
金
利
負
担
の
軽
減
は
借
入
期

間
を
通
し
て
続
く
こ
と
か
ら
、
累
計
と

な
れ
ば
金
利
負
担
の
軽
減
額
も
大
き
く

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

地
下
水
低
下

Q
地
下
水
の
回
復
を
図
る
た
め
に
実
施

し
た
冬
期
湛
水
事
業
の
効
果
は
　

A
手
取
川
川
辺
地
域
の
水
田
約
85
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
39
の
農
業
者
の
協
力
を
得
て

冬
期
湛
水
事
業
を
実
施
し
た
。
事
業
を

開
始
し
た
11
月
初
旬
か
ら
各
井
戸
で
は

水
位
が
上
昇
し
始
め
、
12
月
上
旬
に
は

昨
年
５
月
ご
ろ
の
水
位
に
ま
で
回
復
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
現
在
も
安
定
し

た
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

 

認
知
症
対
策

Q
新
年
度
予
算
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
認
知
症
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
る
の
か

A
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
新
た
に

各
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
３
名
配
置

す
る
。
ま
た
、
健
幸
ラ
イ
フ
教
室
と
し

て
認
知
症
予
防
を
強
化
し
た
教
室
を
追

加
開
催
す
る
ほ
か
、
認
知
症
カ
フ
ェ
も

６
カ
所
開
設
し
て
い
く
。

杉田 隆一 議員

東　 正幸 議員

居村 清二 議員

代
表
質
問



第49号　能美市議会だより第49号　能美市議会だより 89

現
在
の
支
援
策
の
他
、
他
自
治
体

よ
り
特
化
し
た
支
援
策
を
示
せ

条
例
と
併
せ
て
補
助
金
要
綱
を
制

定
し
た
。
本
社
機
能
施
設
を
立
地

す
る
場
合
に
、
５
，
０
０
０
万
円
以
上

の
投
資
額
で
５
人
以
上
の
雇
用
者
の
増

が
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
移
転
型

は
設
備
投
資
額
の
10
％
、
拡
充
型
は
設

備
投
資
額
の
５
％
を
補
助
す
る
。

　
ま
た
、
市
民
を
新
規
雇
用
し
た
場
合

に
一
人
当
た
り
60
万
円
、
雇
用
者
が
新

た
に
転
入
し
た
場
合
に
20
万
円
を
補
助

す
る
。こ

れ
か
ら
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
示
せ

今
回
の
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課

税
に
関
す
る
条
例
及
び
本
社
機
能

立
地
促
進
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
研
究
開
発
拠
点
や
管
理
部
門
等

の
本
社
機
能
を
重
点
的
に
誘
致
す
る
。

　
ま
た
、
今
後
は
、
多
様
な
人
材
の
活

用
や
女
性
の
活
躍
等
「
人
」
の
活
用
が

可
能
な
地
域
の
枠
組
み
を
創
出
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

 

中
小
企
業
の
振
興
策

中
小
企
業
の
活
力
の
増
大
、
能
美

市
の
租
税
収
入
の
増
加
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
中
小
企
業
振
興
基

本
条
例
」
を
制
定
す
る
考
え
は
あ
る
か

能
美
市
に
は
、
も
の
づ
く
り
の
企

業
を
中
心
と
し
た
多
く
の
小
規
模

企
業
を
含
め
た
中
小
企
業
が
集
積
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
重
要
な
こ
と
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
条
例
制
定
の
必
要
性
や

タ
イ
ミ
ン
グ
も
鑑
み
な
が
ら
、
第
二
次

総
合
計
画
と
の
連
動
性
も
視
野
に
入
れ
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

優
遇
税
制
度

本
社
機
能
立
地
促
進
の
た
め
の
条

例
化
及
び
そ
の
内
容
を
示
せ

こ
の
３
月
定
例
会
で
能
美
市
へ
本

社
機
能
を
移
し
た
企
業
の
固
定
資

産
税
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
不
均

一
課
税
に
関
す
る
条
例
を
上
程
し
た
。

固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
つ
い
て
、

先
行
自
治
体
の
多
く
は
、
初
年
度
の
税

率
を
０
．１
４
％
と
し
て
い
る
が
、
能

美
市
は
、
０
％
と
し
た
。

問質般一問質般一

QA

QAQA

QA

先
す
る
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
、

戦
略
を
策
定
し
て
い
る
。

「
父
母
と
の
同
居
・
近
居
の
推
進
」

に
お
け
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
何
を
意
味
し
、

何
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
の
か

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
目
標
値
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
の
市
内
の
全
保
育
園

児
を
対
象
と
し
た
調
査
で
、
全
園
児
に

占
め
る
祖
父
母
と
の
同
居
、
近
居
の
割

合
が
60
．６
％
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

こ
れ
を
人
数
で
約
50
人
、
割
合
に
し
て

2.4
％
増
加
の
63
％
と
す
る
。

「
朝
ド
ラ
」
誘
致

能
美
市
そ
の
も
の
の
知
名
度
向
上
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
魅
力
ア
ッ
プ

の
た
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
朝
ド
ラ
」
誘
致

を
し
て
は
ど
う
か

そ
の
活
動
に
か
か
る
人
的
あ
る
い

は
物
質
的
な
経
費
や
時
間
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
「
人
・
も
の
・
金
」
を
計
画

的
、
効
率
的
に
投
入
し
て
い
く
判
断
や

実
行
は
容
易
で
は
な
い
。
現
段
階
で
は

難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

 

活
力
あ
る
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ

「
活
力
あ
る
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
全

国
２
位
」
と
な
っ
た
分
析
・
評
価

と
今
後
の
対
策
を
問
う

人
口
当
た
り
の
保
育
所
数
等
、
育

児
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
統

計
値
が
特
に
高
く
、
ま
た
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
施
設
の
定
員
数
が
評
価
さ
れ
る
な

ど
、
25
の
公
的
統
計
項
目
全
て
が
高

か
っ
た
。

　
若
年
及
び
壮
年
の
働
く
世
代
が
働
き

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と

は
地
方
創
生
の
核
と
な
っ
て
く
る
の
で
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

能
美
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

働
く
世
代
に
対
し
て
の
対
策
は
ど
う
か

住
宅
開
発
は
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
と
い
う
壁
が
あ
り
、
既
存
集

落
は
高
齢
化
と
空
き
家
増
加
問
題
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
。
当
面
は
、
や
み
く

も
に
外
に
拡
大
し
、
一
気
に
若
い
世
代

の
定
住
エ
リ
ア
を
確
保
す
る
施
策
を
優

QA

QAQA

QA

現
在
、
整
備
中
の
赤
井
・
粟
生
産

業
団
地
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
に

造
成
工
事
等
を
発
注
し
、
今
年
の
夏
完

成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
捗
し
て
い
る
。

ま
た
、
吉
原
釜
屋
産
業
団
地
も
今
年
の

夏
ご
ろ
に
造
成
工
事
を
発
注
す
る
予
定

で
、
団
地
計
画
の
設
計
を
進
め
て
い
る
。

地
下
水
位
の
現
状
を
考
慮
し
た
企

業
誘
致
を
検
討
せ
よ

企
業
と
取
り
交
わ
し
て
い
る
責
任

水
量
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
大
量
に
水
を
必
要
と
す
る
企
業

の
誘
致
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
慎
重

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
の
企
業
誘
致
の
対
象
と
し
て
、

最
先
端
の
技
術
を
保
有
し
、
成
長
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
企
業
に
も
積

極
的
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
場
の
企
業
の
成
長
や
こ
れ

ま
で
誘
致
し
た
企
業
の
域
外
へ
の
流
出

を
事
前
に
防
ぐ
企
業
留
置
も
企
業
誘
致

同
様
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

ひ
と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
供
が
孤
食
に

な
ら
な
い
よ
う
、
大
勢
で
食
事
を

と
る
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
全

国
的
に
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域

の
活
動
に
対
し
て
支
援
が
で
き
な
い
か

ひ
と
り
親
世
帯
等
を
対
象
に
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
事
業
は
、
参
加
し
た
子
供

た
ち
で
昼
食
を
つ
く
り
、
食
事
づ
く
り

の
楽
し
さ
や
食
の
確
保
も
兼
ね
て
い
る
。

　
地
域
で
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
に
「
子
ど
も
未
来
応
援
計
画
策

定
事
業
」
の
実
態
調
査
を
実
施
す
る
。

　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
っ
た
と

き
に
、
ど
う
い
っ
た
支
援
が
必
要
か
を

調
査
し
、
そ
の
支
援
の
方
法
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

 

企
業
誘
致

（
仮
称
）
能
美
根
上
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
完
成
す
れ
ば
企
業
誘

致
も
更
に
進
む
。
今
後
の
工
業
団
地
造

成
計
画
を
示
せ

QA

AQA

Q

田中 大佐久 議員
能美保守の会

▲研究開発施設が集積する
　いしかわサイエンスパーク

近藤 　博 議員
能美保守の会

北野 　哲 議員
能美保守の会

文
化
団
体
の
事
業
へ
の
活
動
支
援

と
し
て
市
単
独
の
補
助
金
が
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
い
し
か

わ
県
民
文
化
振
興
基
金
に
つ
い
て
は
、

新
年
度
に
予
算
計
上
を
行
な
い
各
関
係

団
体
に
周
知
を
図
り
、
要
望
が
あ
れ
ば

市
職
員
が
手
続
き
等
を
支
援
し
な
が
ら

県
に
申
請
し
て
い
き
た
い
。

 

地
場
産
業
九
谷
焼
の
支
援

展
示
会
等
へ
の
支
援
の
成
果
や
、

九
谷
茶
碗
ま
つ
り
に
市
が
計
画
す

る
新
た
な
取
り
組
み
は
あ
る
の
か

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
よ
る
効

果
を
誘
引
す
る
た
め
に
九
谷
焼
を

能
美
市
の
ブ
ラ
ン
ド
に
位
置
付
け
展
示

会
の
際
に
は
支
援
を
行
な
っ
て
き
た
こ

と
で
、
九
谷
焼
に
対
す
る
関
心
度
も

年
々
高
ま
っ
て
き
た
と
実
感
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
、
茶
碗
ま
つ
り
に
対
す
る

新
た
な
取
り
組
み
は
な
い
が
、
九
谷
焼

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
重
要
な
機
会
で
あ
り

引
き
続
き
支
援
の
必
要
性
は
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
は
業
界
が
主
体
的
に
新
機

軸
を
出
す
事
が
本
筋
と
考
え
て
い
る
。

 

認
知
症
カ
フ
ェ
開
設

認
知
症
の
方
や
家
族
の
方
が
同
じ

立
場
で
話
し
合
い
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
交
換
や
専
門
員
の
相
談
な
ど

も
行
な
え
る
認
知
症
カ
フ
ェ
開
設
へ
の

支
援
を
問
う

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で

各
中
学
校
区
に
２
カ
所
、
計
６
カ

所
の
設
置
を
進
め
る
。
ま
た
認
知
症

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
に
よ
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
な
い
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
育
成
に
努
め
る
。

開
設
後
も
、
事
業
所
の
専
門
職
に
よ
る

介
護
相
談
へ
の
対
応
や
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
。

　
認
知
症
カ
フ
ェ
で
は
、
認
知
症
の
方

や
家
族
の
方
の
思
い
を
聞
く
場
と
な
り
、

意
見
や
要
望
が
市
の
認
知
症
対
策
に
反

映
す
る
仕
組
み
に
し
て
い
き
た
い
。

 

文
化
団
体
へ
の
支
援

市
で
文
化
団
体
に
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

各
種
助
成
事
業
の
周
知
を
行
な
い
利
用

を
促
し
て
い
る
の
か

QA

QA A

▲伝統工芸フェアに能美市と
　してブースを出展し九谷焼
　のPRに努めています

▲積極的な企業誘致を（能美工業団地）
▲三世代ファミリー同居
　の推進を

Q

田中 策次郎 議員
能美保守の会

※ＫＰＩ（重要業績評価指標）とは
　組織や個人が活動や業務を進めていくに当たり、何を持って進捗とするのかを定義するための尺度。
　Key Performance Indicatorの頭文字。

※
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現
在
の
支
援
策
の
他
、
他
自
治
体

よ
り
特
化
し
た
支
援
策
を
示
せ

条
例
と
併
せ
て
補
助
金
要
綱
を
制

定
し
た
。
本
社
機
能
施
設
を
立
地

す
る
場
合
に
、
５
，
０
０
０
万
円
以
上

の
投
資
額
で
５
人
以
上
の
雇
用
者
の
増

が
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
移
転
型

は
設
備
投
資
額
の
10
％
、
拡
充
型
は
設

備
投
資
額
の
５
％
を
補
助
す
る
。

　
ま
た
、
市
民
を
新
規
雇
用
し
た
場
合

に
一
人
当
た
り
60
万
円
、
雇
用
者
が
新

た
に
転
入
し
た
場
合
に
20
万
円
を
補
助

す
る
。こ

れ
か
ら
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
示
せ

今
回
の
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課

税
に
関
す
る
条
例
及
び
本
社
機
能

立
地
促
進
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
研
究
開
発
拠
点
や
管
理
部
門
等

の
本
社
機
能
を
重
点
的
に
誘
致
す
る
。

　
ま
た
、
今
後
は
、
多
様
な
人
材
の
活

用
や
女
性
の
活
躍
等
「
人
」
の
活
用
が

可
能
な
地
域
の
枠
組
み
を
創
出
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

 

中
小
企
業
の
振
興
策

中
小
企
業
の
活
力
の
増
大
、
能
美

市
の
租
税
収
入
の
増
加
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
中
小
企
業
振
興
基

本
条
例
」
を
制
定
す
る
考
え
は
あ
る
か

能
美
市
に
は
、
も
の
づ
く
り
の
企

業
を
中
心
と
し
た
多
く
の
小
規
模

企
業
を
含
め
た
中
小
企
業
が
集
積
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
重
要
な
こ
と
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
条
例
制
定
の
必
要
性
や

タ
イ
ミ
ン
グ
も
鑑
み
な
が
ら
、
第
二
次

総
合
計
画
と
の
連
動
性
も
視
野
に
入
れ
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

優
遇
税
制
度

本
社
機
能
立
地
促
進
の
た
め
の
条

例
化
及
び
そ
の
内
容
を
示
せ

こ
の
３
月
定
例
会
で
能
美
市
へ
本

社
機
能
を
移
し
た
企
業
の
固
定
資

産
税
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
不
均

一
課
税
に
関
す
る
条
例
を
上
程
し
た
。

固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
つ
い
て
、

先
行
自
治
体
の
多
く
は
、
初
年
度
の
税

率
を
０
．１
４
％
と
し
て
い
る
が
、
能

美
市
は
、
０
％
と
し
た
。

問質般一問質般一

QA

QAQA

QA

先
す
る
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
、

戦
略
を
策
定
し
て
い
る
。

「
父
母
と
の
同
居
・
近
居
の
推
進
」

に
お
け
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
何
を
意
味
し
、

何
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
の
か

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
目
標
値
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
の
市
内
の
全
保
育
園

児
を
対
象
と
し
た
調
査
で
、
全
園
児
に

占
め
る
祖
父
母
と
の
同
居
、
近
居
の
割

合
が
60
．６
％
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

こ
れ
を
人
数
で
約
50
人
、
割
合
に
し
て

2.4
％
増
加
の
63
％
と
す
る
。

「
朝
ド
ラ
」
誘
致

能
美
市
そ
の
も
の
の
知
名
度
向
上
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
魅
力
ア
ッ
プ

の
た
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
朝
ド
ラ
」
誘
致

を
し
て
は
ど
う
か

そ
の
活
動
に
か
か
る
人
的
あ
る
い

は
物
質
的
な
経
費
や
時
間
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
「
人
・
も
の
・
金
」
を
計
画

的
、
効
率
的
に
投
入
し
て
い
く
判
断
や

実
行
は
容
易
で
は
な
い
。
現
段
階
で
は

難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

 

活
力
あ
る
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ

「
活
力
あ
る
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
全

国
２
位
」
と
な
っ
た
分
析
・
評
価

と
今
後
の
対
策
を
問
う

人
口
当
た
り
の
保
育
所
数
等
、
育

児
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
統

計
値
が
特
に
高
く
、
ま
た
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
施
設
の
定
員
数
が
評
価
さ
れ
る
な

ど
、
25
の
公
的
統
計
項
目
全
て
が
高

か
っ
た
。

　
若
年
及
び
壮
年
の
働
く
世
代
が
働
き

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と

は
地
方
創
生
の
核
と
な
っ
て
く
る
の
で
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

能
美
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

働
く
世
代
に
対
し
て
の
対
策
は
ど
う
か

住
宅
開
発
は
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
と
い
う
壁
が
あ
り
、
既
存
集

落
は
高
齢
化
と
空
き
家
増
加
問
題
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
。
当
面
は
、
や
み
く

も
に
外
に
拡
大
し
、
一
気
に
若
い
世
代

の
定
住
エ
リ
ア
を
確
保
す
る
施
策
を
優

QA

QAQA

QA

現
在
、
整
備
中
の
赤
井
・
粟
生
産

業
団
地
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
に

造
成
工
事
等
を
発
注
し
、
今
年
の
夏
完

成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
捗
し
て
い
る
。

ま
た
、
吉
原
釜
屋
産
業
団
地
も
今
年
の

夏
ご
ろ
に
造
成
工
事
を
発
注
す
る
予
定

で
、
団
地
計
画
の
設
計
を
進
め
て
い
る
。

地
下
水
位
の
現
状
を
考
慮
し
た
企

業
誘
致
を
検
討
せ
よ

企
業
と
取
り
交
わ
し
て
い
る
責
任

水
量
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
大
量
に
水
を
必
要
と
す
る
企
業

の
誘
致
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
慎
重

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
の
企
業
誘
致
の
対
象
と
し
て
、

最
先
端
の
技
術
を
保
有
し
、
成
長
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
企
業
に
も
積

極
的
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
場
の
企
業
の
成
長
や
こ
れ

ま
で
誘
致
し
た
企
業
の
域
外
へ
の
流
出

を
事
前
に
防
ぐ
企
業
留
置
も
企
業
誘
致

同
様
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

ひ
と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
供
が
孤
食
に

な
ら
な
い
よ
う
、
大
勢
で
食
事
を

と
る
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
全

国
的
に
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域

の
活
動
に
対
し
て
支
援
が
で
き
な
い
か

ひ
と
り
親
世
帯
等
を
対
象
に
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
事
業
は
、
参
加
し
た
子
供

た
ち
で
昼
食
を
つ
く
り
、
食
事
づ
く
り

の
楽
し
さ
や
食
の
確
保
も
兼
ね
て
い
る
。

　
地
域
で
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
に
「
子
ど
も
未
来
応
援
計
画
策

定
事
業
」
の
実
態
調
査
を
実
施
す
る
。

　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
っ
た
と

き
に
、
ど
う
い
っ
た
支
援
が
必
要
か
を

調
査
し
、
そ
の
支
援
の
方
法
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

 

企
業
誘
致

（
仮
称
）
能
美
根
上
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
完
成
す
れ
ば
企
業
誘

致
も
更
に
進
む
。
今
後
の
工
業
団
地
造

成
計
画
を
示
せ

QA

AQA

Q

田中 大佐久 議員
能美保守の会

▲研究開発施設が集積する
　いしかわサイエンスパーク

近藤 　博 議員
能美保守の会

北野 　哲 議員
能美保守の会

文
化
団
体
の
事
業
へ
の
活
動
支
援

と
し
て
市
単
独
の
補
助
金
が
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
い
し
か

わ
県
民
文
化
振
興
基
金
に
つ
い
て
は
、

新
年
度
に
予
算
計
上
を
行
な
い
各
関
係

団
体
に
周
知
を
図
り
、
要
望
が
あ
れ
ば

市
職
員
が
手
続
き
等
を
支
援
し
な
が
ら

県
に
申
請
し
て
い
き
た
い
。

 

地
場
産
業
九
谷
焼
の
支
援

展
示
会
等
へ
の
支
援
の
成
果
や
、

九
谷
茶
碗
ま
つ
り
に
市
が
計
画
す

る
新
た
な
取
り
組
み
は
あ
る
の
か

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
よ
る
効

果
を
誘
引
す
る
た
め
に
九
谷
焼
を

能
美
市
の
ブ
ラ
ン
ド
に
位
置
付
け
展
示

会
の
際
に
は
支
援
を
行
な
っ
て
き
た
こ

と
で
、
九
谷
焼
に
対
す
る
関
心
度
も

年
々
高
ま
っ
て
き
た
と
実
感
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
、
茶
碗
ま
つ
り
に
対
す
る

新
た
な
取
り
組
み
は
な
い
が
、
九
谷
焼

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
重
要
な
機
会
で
あ
り

引
き
続
き
支
援
の
必
要
性
は
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
は
業
界
が
主
体
的
に
新
機

軸
を
出
す
事
が
本
筋
と
考
え
て
い
る
。

 

認
知
症
カ
フ
ェ
開
設

認
知
症
の
方
や
家
族
の
方
が
同
じ

立
場
で
話
し
合
い
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
交
換
や
専
門
員
の
相
談
な
ど

も
行
な
え
る
認
知
症
カ
フ
ェ
開
設
へ
の

支
援
を
問
う

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で

各
中
学
校
区
に
２
カ
所
、
計
６
カ

所
の
設
置
を
進
め
る
。
ま
た
認
知
症

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
に
よ
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
な
い
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
育
成
に
努
め
る
。

開
設
後
も
、
事
業
所
の
専
門
職
に
よ
る

介
護
相
談
へ
の
対
応
や
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
。

　
認
知
症
カ
フ
ェ
で
は
、
認
知
症
の
方

や
家
族
の
方
の
思
い
を
聞
く
場
と
な
り
、

意
見
や
要
望
が
市
の
認
知
症
対
策
に
反

映
す
る
仕
組
み
に
し
て
い
き
た
い
。

 

文
化
団
体
へ
の
支
援

市
で
文
化
団
体
に
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

各
種
助
成
事
業
の
周
知
を
行
な
い
利
用

を
促
し
て
い
る
の
か

QA

QA A

▲伝統工芸フェアに能美市と
　してブースを出展し九谷焼
　のPRに努めています

▲積極的な企業誘致を（能美工業団地）
▲三世代ファミリー同居
　の推進を

Q

田中 策次郎 議員
能美保守の会

※ＫＰＩ（重要業績評価指標）とは
　組織や個人が活動や業務を進めていくに当たり、何を持って進捗とするのかを定義するための尺度。
　Key Performance Indicatorの頭文字。

※



第49号　能美市議会だより第49号　能美市議会だより 1011

問質般一問質般一

 
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
と
活
用
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
最
大
の
利
点
は
持

ち
運
び
や
す
さ
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
業
務
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は

完
全
に
分
離
さ
れ
た
形
で
、
例
え
ば
健

康
指
導
時
で
の
資
料
提
示
や
地
元
で
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
工

事
現
場
な
ど
で
の
図
面
閲
覧
等
々
、

デ
ー
タ
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
活
用
す
る
こ

と
で
、
持
ち
運
び
の
容
易
さ
と
い
っ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
強
み
が
発
揮
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
は
日
進
月
歩
、
日
々
進

化
を
し
て
い
る
た
め
、
活
用
に
よ
る
効

果
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
分
野
に
関
し

て
は
部
分
的
な
導
入
が
で
き
な
い
か
可

能
性
を
探
り
た
い
。

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

様
々
な
先
進
地
事
例
が
あ
る
中
で

能
美
市
に
お
け
る
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
は
ど
の
よ
う
な
活
動
に
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
の
か

新
し
い
ポ
イ
ン
ト
制
度
と
つ
な
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
課
題
解

決
に
効
果
が
あ
る
の
か
を
精
査
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
既
に

の
み
商
業
協
同
組
合
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
と
連
携
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
も
い
く

つ
か
あ
る
た
め
、
28
年
度
に
庁
内
の
ど

の
部
署
が
参
画
す
べ
き
か
を
は
っ
き
り

さ
せ
て
、
早
期
に
検
討
会
を
行
い
議
論

し
て
い
き
た
い
。

自
発
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

展
開
さ
れ
る
仕
組
み
作
り
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

見
返
り
を
も
ら
う
こ
と
に
執
着
す

る
の
で
は
な
く
、
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
に
意
識
を
向
け
る
よ
う
な
シ
ン

プ
ル
で
か
つ
持
続
可
能
な
社
会
の
仕
組

み
と
な
る
よ
う
に
、
先
進
地
事
例
を
参

考
に
し
て
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

QQ AA

QA 地
カ
ー
ド
」
の
導
入
に
は
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

　
今
後
は
人
口
減
や
少
子
高
齢
化
に
対

処
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
地
域
経
済
循

環
の
実
現
に
向
け
て
の
事
業
提
案
を
し

て
い
き
た
い
。

 

通
学
路登

下
校
時
の
子
供
達
の
安
全
確
保

の
た
め
、
時
間
帯
を
限
定
し
学
校

周
辺
の
道
路
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
設

定
す
べ
き

平
成
24
年
に
８
小
学
校
区
の
通
学

路
危
険
箇
所
約
50
カ
所
の
緊
急
安

全
合
同
点
検
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
毎

年
見
直
し
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
県

の
交
通
安
全
推
進
事
業
で
は
、
各
学
校

の
通
学
路
の
安
全
点
検
の
実
施
と
、
通

学
路
安
全
対
策
研
修
会
を
開
催
し
て
お

り
、
通
学
路
に
対
す
る
危
機
管
理
意
識

は
確
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

 

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
設
定
は
、
学
校

周
辺
に
お
住
い
の
方
々
の
理
解
が
必
要

で
あ
り
、
警
察
や
保
護
者
、
学
校
関
係

者
な
ど
で
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

検
証
結
果
を
見
る
と
取
扱
店
の
内

75
．５
％
が
再
度
参
加
し
た
い
と

し
、
３
分
の
２
余
り
が
経
済
効
果
が

あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
来
年
度
も
継
続

す
る
べ
き
事
業
と
考
え
る

今
回
の
事
業
は
、
国
に
よ
る
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
を
活
用
し
た
施
策
で
あ
る
。

　
新
年
度
予
算
で
は
財
政
調
整
基
金
を

８
億
８
千
万
円
取
り
崩
し
て
い
る
厳
し

い
状
況
も
あ
り
、
市
単
独
財
源
で
の
実

施
は
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

社
会
が
益
々
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
し
て
い
る
。

時
代
に
合
っ
た
独
自
の
「
ご
当
地

カ
ー
ド
」
を
発
行
す
べ
き

対
応
機
器
の
購
入
や
売
り
上
げ
に

応
じ
た
手
数
料
支
払
い
義
務
負
担

な
ど
各
店
舗
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
既
に
、
の
み
商
業
組
合
が
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
高

齢
者
の
見
守
り
活
動
等
に
対
す
る
ポ
イ

ン
ト
加
算
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
、
地

域
を
繋
ぐ
担
い
手
と
し
て
の
役
割
も
持

ち
合
わ
せ
て
お
り
、
現
状
で
は
「
ご
当

QAQA

QA

山本 　悟 議員
能美保守の会

▲地域のイベントに協力するボランティアスタッフ

橋本 崇史 議員
喜政会

そ
の
指
針
に
従
い
、
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
を
目
指
す
べ
き

水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
既

に
企
業
会
計
を
適
用
し
、
財
務
諸
表
の

作
成
を
通
じ
経
営
状
況
の
的
確
な
把
握

を
行
っ
て
い
る
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
平

成
28
年
度
固
定
資
産
台
帳
整
備
を
実
施

し
、
今
後
の
移
行
へ
向
け
財
務
諸
表
の

作
成
準
備
に
入
り
た
い
。

上
下
水
道
設
備
の
老
朽
化
に
伴
う

更
新
費
用
や
独
立
採
算
制
の
堅
持

等
、
経
営
環
境
の
厳
し
さ
が
増
し
て
い

る
。
経
営
基
盤
強
化
策
を
探
る
た
め
の

研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か

先
の
総
務
省
通
知
、
公
営
企
業
の

経
営
効
率
化
の
検
討
推
進
を
図
れ

と
の
情
勢
に
沿
い
、
金
沢
市
及
び
そ
の

周
辺
自
治
体
が
研
究
会
の
設
置
準
備
に

入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
当
市
に
お
い
て
も
今
後
、
県
及
び
県

内
市
町
で
構
成
さ
れ
る
広
域
連
携
検
討

会
で
の
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

被
災
地
支
援

東
日
本
大
震
災
か
ら
復
興
に
向

か
っ
て
い
る
被
災
地
で
は
、
職
員

の
派
遣
を
渇
望
し
て
い
る
。
応
援
要
請

に
対
し
、
支
援
職
員
を
派
遣
で
き
な
い

か

新
年
度
に
宮
城
県
名
取
市
へ
下
水

道
関
係
職
員
を
短
期
で
は
あ
る
が
、

派
遣
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
長
期
に
わ
た
る
派
遣
に
つ
い
て
は
現

在
の
能
美
市
の
人
事
体
制
で
は
難
し
い

が
、
今
後
も
石
川
県
当
局
の
方
針
を
勘

案
し
、
真
摯
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

上
下
水
道
事
業

固
定
資
産
台
帳
整
備
の
進
捗
状
況

を
問
う

本
年
度
よ
り
全
庁
的
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
。
現
在
は
、
大
量
の

収
集
デ
ー
タ
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、

順
次
税
情
報
と
の
突
き
合
せ
を
行
っ
て

お
り
、
概
ね
50
％
程
度
の
進
捗
で
あ
る
。

総
務
省
か
ら
公
営
企
業
会
計
へ
の

適
用
推
進
の
要
請
通
達
が
出
た
。

QAQQ A

Q AA
市
内
の
介
護
施
設
等
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
口
腔
内
チ
ェ
ッ
ク

や
、
食
事
前
の
口
の
体
操
等
に
取
り
組

む
ほ
か
、
歯
科
衛
生
士
等
を
講
師
と
し

た
学
習
会
を
実
施
し
て
い
る
施
設
も
あ

る
。

　
成
果
と
し
て
は
、
口
腔
内
異
常
の
早

期
発
見
、
嚥
下
機
能
の
低
下
防
止
に
繋

が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
南
加
賀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
、
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
等
の
研
修
会

を
開
催
し
て
お
り
、
介
護
施
設
職
員
の

参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い
く
。

 
35
人
以
下
学
級

一
人
一
人
に
行
き
届
い
た
教
育
を

進
め
、
不
登
校
や
い
じ
め
の
問
題

解
決
、
子
供
同
士
の
温
か
い
人
間
関
係

を
形
成
す
る
た
め
に
も
35
人
以
下
学
級

の
拡
大
を
望
む
。
市
の
見
解
は

国
で
は
小
学
校
１
年
生
を
、
県
で

は
小
学
校
４
年
生
ま
で
と
中
学
校

１
年
生
を
35
人
学
級
の
対
象
と
し
て
お

り
、
能
美
市
も
、
そ
の
全
て
の
学
年
で

35
人
学
級
と
し
て
い
る
。

　
国
、
県
の

基
準
に
沿
っ

て
加
配
教
員

に
よ
る
35
人

学
級
を
続
け

て
い
き
た
い
。

 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト

自
動
排
せ
つ
処
理
ロ
ボ
ッ
ト
を
介

護
用
品
購
入
助
成
事
業
の
対
象
品

に
で
き
な
い
か

介
護
用
品
購
入
助
成
に
つ
い
て
は

１
回
の
み
使
用
し
使
い
捨
て
と
な

る
消
耗
品
を
対
象
と
し
て
い
る
。
自
動

排
せ
つ
処
理
ロ
ボ
ッ
ト
を
装
着
す
る
際

の
専
用
カ
バ
ー
は
消
耗
品
と
捉
え
、
対

象
品
目
と
し
て
追
加
し
て
い
き
た
い
。

国
の
補
正
予
算
で
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

等
導
入
支
援
特
別
事
業
が
予
算
化

さ
れ
た
。
各
事
業
所
に
対
し
て
積
極
的

な
活
用
を
促
す
べ
き

市
内
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
事

業
の
周
知
及
び
交
付
申
請
の
取
り

ま
と
め
を
実
施
し
て
い
る
。
結
果
、
１

事
業
者
か
ら
申
請
が
あ
り
、
現
在
、
県

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

 

誤
嚥
性
肺
炎
対
策

誤
嚥
性
肺
炎
対
策
に
は
口
腔
ケ
ア

が
効
果
的
だ
。
市
内
介
護
施
設
に

お
け
る
取
り
組
み
状
況
や
そ
の
成
果
は

QAQQ A

AQQA

嵐　 昭夫 議員
市　民

開道 昌信 議員
真政会

▲介護施設職員等を対象とした
　口腔ケア研修会

▲登下校時の安全確保を

ご
え
ん
せ
い

ご
え
ん
せ
い

え
ん
か

▲被災地に派遣され工事の
　検査に立ち会う市職員
 （平成25年度）
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タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
と
活
用
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
最
大
の
利
点
は
持

ち
運
び
や
す
さ
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
業
務
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は

完
全
に
分
離
さ
れ
た
形
で
、
例
え
ば
健

康
指
導
時
で
の
資
料
提
示
や
地
元
で
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
工

事
現
場
な
ど
で
の
図
面
閲
覧
等
々
、

デ
ー
タ
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
活
用
す
る
こ

と
で
、
持
ち
運
び
の
容
易
さ
と
い
っ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
強
み
が
発
揮
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
は
日
進
月
歩
、
日
々
進

化
を
し
て
い
る
た
め
、
活
用
に
よ
る
効

果
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
分
野
に
関
し

て
は
部
分
的
な
導
入
が
で
き
な
い
か
可

能
性
を
探
り
た
い
。

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

様
々
な
先
進
地
事
例
が
あ
る
中
で

能
美
市
に
お
け
る
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
は
ど
の
よ
う
な
活
動
に
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
の
か

新
し
い
ポ
イ
ン
ト
制
度
と
つ
な
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
課
題
解

決
に
効
果
が
あ
る
の
か
を
精
査
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
既
に

の
み
商
業
協
同
組
合
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
と
連
携
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
も
い
く

つ
か
あ
る
た
め
、
28
年
度
に
庁
内
の
ど

の
部
署
が
参
画
す
べ
き
か
を
は
っ
き
り

さ
せ
て
、
早
期
に
検
討
会
を
行
い
議
論

し
て
い
き
た
い
。

自
発
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

展
開
さ
れ
る
仕
組
み
作
り
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

見
返
り
を
も
ら
う
こ
と
に
執
着
す

る
の
で
は
な
く
、
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
に
意
識
を
向
け
る
よ
う
な
シ
ン

プ
ル
で
か
つ
持
続
可
能
な
社
会
の
仕
組

み
と
な
る
よ
う
に
、
先
進
地
事
例
を
参

考
に
し
て
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

QQ AA

QA 地
カ
ー
ド
」
の
導
入
に
は
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

　
今
後
は
人
口
減
や
少
子
高
齢
化
に
対

処
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
地
域
経
済
循

環
の
実
現
に
向
け
て
の
事
業
提
案
を
し

て
い
き
た
い
。

 

通
学
路登

下
校
時
の
子
供
達
の
安
全
確
保

の
た
め
、
時
間
帯
を
限
定
し
学
校

周
辺
の
道
路
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
設

定
す
べ
き

平
成
24
年
に
８
小
学
校
区
の
通
学

路
危
険
箇
所
約
50
カ
所
の
緊
急
安

全
合
同
点
検
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
毎

年
見
直
し
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
県

の
交
通
安
全
推
進
事
業
で
は
、
各
学
校

の
通
学
路
の
安
全
点
検
の
実
施
と
、
通

学
路
安
全
対
策
研
修
会
を
開
催
し
て
お

り
、
通
学
路
に
対
す
る
危
機
管
理
意
識

は
確
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

 

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
設
定
は
、
学
校

周
辺
に
お
住
い
の
方
々
の
理
解
が
必
要

で
あ
り
、
警
察
や
保
護
者
、
学
校
関
係

者
な
ど
で
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

検
証
結
果
を
見
る
と
取
扱
店
の
内

75
．５
％
が
再
度
参
加
し
た
い
と

し
、
３
分
の
２
余
り
が
経
済
効
果
が

あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
来
年
度
も
継
続

す
る
べ
き
事
業
と
考
え
る

今
回
の
事
業
は
、
国
に
よ
る
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
を
活
用
し
た
施
策
で
あ
る
。

　
新
年
度
予
算
で
は
財
政
調
整
基
金
を

８
億
８
千
万
円
取
り
崩
し
て
い
る
厳
し

い
状
況
も
あ
り
、
市
単
独
財
源
で
の
実

施
は
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

社
会
が
益
々
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
し
て
い
る
。

時
代
に
合
っ
た
独
自
の
「
ご
当
地

カ
ー
ド
」
を
発
行
す
べ
き

対
応
機
器
の
購
入
や
売
り
上
げ
に

応
じ
た
手
数
料
支
払
い
義
務
負
担

な
ど
各
店
舗
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
既
に
、
の
み
商
業
組
合
が
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
高

齢
者
の
見
守
り
活
動
等
に
対
す
る
ポ
イ

ン
ト
加
算
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
、
地

域
を
繋
ぐ
担
い
手
と
し
て
の
役
割
も
持

ち
合
わ
せ
て
お
り
、
現
状
で
は
「
ご
当

QAQA

QA

山本 　悟 議員
能美保守の会

▲地域のイベントに協力するボランティアスタッフ

橋本 崇史 議員
喜政会

そ
の
指
針
に
従
い
、
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
を
目
指
す
べ
き

水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
既

に
企
業
会
計
を
適
用
し
、
財
務
諸
表
の

作
成
を
通
じ
経
営
状
況
の
的
確
な
把
握

を
行
っ
て
い
る
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
平

成
28
年
度
固
定
資
産
台
帳
整
備
を
実
施

し
、
今
後
の
移
行
へ
向
け
財
務
諸
表
の

作
成
準
備
に
入
り
た
い
。

上
下
水
道
設
備
の
老
朽
化
に
伴
う

更
新
費
用
や
独
立
採
算
制
の
堅
持

等
、
経
営
環
境
の
厳
し
さ
が
増
し
て
い

る
。
経
営
基
盤
強
化
策
を
探
る
た
め
の

研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か

先
の
総
務
省
通
知
、
公
営
企
業
の

経
営
効
率
化
の
検
討
推
進
を
図
れ

と
の
情
勢
に
沿
い
、
金
沢
市
及
び
そ
の

周
辺
自
治
体
が
研
究
会
の
設
置
準
備
に

入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
当
市
に
お
い
て
も
今
後
、
県
及
び
県

内
市
町
で
構
成
さ
れ
る
広
域
連
携
検
討

会
で
の
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

被
災
地
支
援

東
日
本
大
震
災
か
ら
復
興
に
向

か
っ
て
い
る
被
災
地
で
は
、
職
員

の
派
遣
を
渇
望
し
て
い
る
。
応
援
要
請

に
対
し
、
支
援
職
員
を
派
遣
で
き
な
い

か

新
年
度
に
宮
城
県
名
取
市
へ
下
水

道
関
係
職
員
を
短
期
で
は
あ
る
が
、

派
遣
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
長
期
に
わ
た
る
派
遣
に
つ
い
て
は
現

在
の
能
美
市
の
人
事
体
制
で
は
難
し
い

が
、
今
後
も
石
川
県
当
局
の
方
針
を
勘

案
し
、
真
摯
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

上
下
水
道
事
業

固
定
資
産
台
帳
整
備
の
進
捗
状
況

を
問
う

本
年
度
よ
り
全
庁
的
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
。
現
在
は
、
大
量
の

収
集
デ
ー
タ
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、

順
次
税
情
報
と
の
突
き
合
せ
を
行
っ
て

お
り
、
概
ね
50
％
程
度
の
進
捗
で
あ
る
。

総
務
省
か
ら
公
営
企
業
会
計
へ
の

適
用
推
進
の
要
請
通
達
が
出
た
。

QAQQ A

Q AA
市
内
の
介
護
施
設
等
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
口
腔
内
チ
ェ
ッ
ク

や
、
食
事
前
の
口
の
体
操
等
に
取
り
組

む
ほ
か
、
歯
科
衛
生
士
等
を
講
師
と
し

た
学
習
会
を
実
施
し
て
い
る
施
設
も
あ

る
。

　
成
果
と
し
て
は
、
口
腔
内
異
常
の
早

期
発
見
、
嚥
下
機
能
の
低
下
防
止
に
繋

が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
南
加
賀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
、
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
等
の
研
修
会

を
開
催
し
て
お
り
、
介
護
施
設
職
員
の

参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い
く
。

 

35
人
以
下
学
級

一
人
一
人
に
行
き
届
い
た
教
育
を

進
め
、
不
登
校
や
い
じ
め
の
問
題

解
決
、
子
供
同
士
の
温
か
い
人
間
関
係

を
形
成
す
る
た
め
に
も
35
人
以
下
学
級

の
拡
大
を
望
む
。
市
の
見
解
は

国
で
は
小
学
校
１
年
生
を
、
県
で

は
小
学
校
４
年
生
ま
で
と
中
学
校

１
年
生
を
35
人
学
級
の
対
象
と
し
て
お

り
、
能
美
市
も
、
そ
の
全
て
の
学
年
で

35
人
学
級
と
し
て
い
る
。

　
国
、
県
の

基
準
に
沿
っ

て
加
配
教
員

に
よ
る
35
人

学
級
を
続
け

て
い
き
た
い
。

 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト

自
動
排
せ
つ
処
理
ロ
ボ
ッ
ト
を
介

護
用
品
購
入
助
成
事
業
の
対
象
品

に
で
き
な
い
か

介
護
用
品
購
入
助
成
に
つ
い
て
は

１
回
の
み
使
用
し
使
い
捨
て
と
な

る
消
耗
品
を
対
象
と
し
て
い
る
。
自
動

排
せ
つ
処
理
ロ
ボ
ッ
ト
を
装
着
す
る
際

の
専
用
カ
バ
ー
は
消
耗
品
と
捉
え
、
対

象
品
目
と
し
て
追
加
し
て
い
き
た
い
。

国
の
補
正
予
算
で
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

等
導
入
支
援
特
別
事
業
が
予
算
化

さ
れ
た
。
各
事
業
所
に
対
し
て
積
極
的

な
活
用
を
促
す
べ
き

市
内
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
事

業
の
周
知
及
び
交
付
申
請
の
取
り

ま
と
め
を
実
施
し
て
い
る
。
結
果
、
１

事
業
者
か
ら
申
請
が
あ
り
、
現
在
、
県

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

 

誤
嚥
性
肺
炎
対
策

誤
嚥
性
肺
炎
対
策
に
は
口
腔
ケ
ア

が
効
果
的
だ
。
市
内
介
護
施
設
に

お
け
る
取
り
組
み
状
況
や
そ
の
成
果
は

QAQQ A

AQQA

嵐　 昭夫 議員
市　民

開道 昌信 議員
真政会

▲介護施設職員等を対象とした
　口腔ケア研修会

▲登下校時の安全確保を

ご
え
ん
せ
い

ご
え
ん
せ
い

え
ん
か

▲被災地に派遣され工事の
　検査に立ち会う市職員
 （平成25年度）
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係
部
署
と
も
相
談
す
る
。
そ
の
結
果
、

木
材
の
利
活
用
へ
の
協
力
体
制
や
推
進

体
制
が
整
う
様
で
あ
れ
ば
、
同
宣
言
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

 

英
語
力
向
上

文
部
科
学
省
の
英
語
教
育
に
関
す

る
調
査
に
よ
れ
ば
、
習
得
率
は
２

〜
４
割
程
度
で
あ
り
、
目
標
に
は
達
し

て
い
な
い
。
市
の
見
解
と
、
今
後
の
英

語
力
向
上
の
た
め
の
取
組
み
を
問
う

調
査
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
公
表
さ
れ
て

い
る
が
、
市
へ
は
結
果
が
届
い
て
い
な

い
。
調
査
内
容
や
結
果
が
公
表
さ
れ
れ

ば
、
分
析
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
英
語
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
小
・

中
学
校
の
連
携
を
推
進
し
、
教
師
の
授

業
力
向
上
の
た
め
の
研
修
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
市
内
の
企
業
人
や
北
陸
先
端

大
の
留
学
生
な
ど
を
講
師
と
す
る
講
演

会
を
行
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現

代
社
会
の
現
状
を
、
生
徒
が
肌
で
感
じ

ら
れ
る
、
ま
た
生
徒
自
身
が
学
ぶ
意
欲

を
高
め
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
、

学
校
と
共
に
検
討
し
進
め
て
い
き
た
い
。

 

木
育
の
推
進

「
木
育
」
の
更
な
る
啓
蒙
を
推
進

し
、
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
」

を
実
施
せ
よ

能
美
市
で
は
、
毎
年
、
低
学
年
以

下
の
児
童
お
よ
び
幼
児
の
親
子
を

対
象
と
し
た
工
作
体
験
や
、
幼
児
の
親

子
を
対
象
に
積
み
木
で
遊
ぶ
イ
ベ
ン
ト

や
積
み
木
遊
び
の
分
科
会
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
種
団
体
や
市
役
所
の
複
数

の
課
な
ど
も
毎
年
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
「
木
育
」
の
啓
蒙
を
推
進
し
て

い
る
。

　
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
」
は
、
木

育
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
開
催
や
木
育
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
な
ど
６
事
業
の
内

２
つ
以
上
を
実
施
す
る
事
を
公
に
宣
言

す
る
も
の
で
、
調
印
式
を
行
う
自
治
体

も
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
単
な
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
だ
け
で
な
く
予
算

の
執
行
も
伴
う
。
そ
の
為
、
森
林
資
源

の
利
活
用
が
ど
の
様
に
地
方
創
生
に
つ

な
が
っ
て
ゆ
く
か
、
ま
た
、
企
業
参
画

と
環
境
保
全
の
推
進
な
ど
の
課
題
を
関

QA

QA

▲市内で開催された
　「木育キャラバン」

仙台 謙三 議員
公明党

に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
で
、
学
生

と
地
域
住
民
と
の
交
流
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
事
業
等
を
展
開
し
、
さ
ら
な
る

交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
げ
た
い
。

　
住
み
た
い
ま
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
が
基
盤
で

あ
り
、
総
合
的
な
施
策
の
展
開
が
不
可

欠
で
あ
る
。
地
域
住
民
や
市
民
団
体
、

企
業
、
大
学
、
行
政
が
連
携
を
と
り
な

が
ら
進
め
る
。

 

総
合
計
画

川
北
大
橋
の
無
料
化
に
よ
る
土
地

利
用
計
画
の
変
化
を
示
せ

総
合
計
画
策
定
事
業
や
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
、

さ
ら
に
土
地
利
用
計
画
の
検
討
業
務
に

も
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。
人
口
減
少

時
代
の
到
来
を
踏
ま
え
、
能
美
市
の
将

来
あ
る
べ
き
姿
、
新
た
な
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
地
域
実
情
等
を
鑑
み
た

土
地
利
用
構
想
を
検
討
し
て
い
く
。

 

能
美
消
防
本
部

能
美
広
域
事
務
組
合
の
解
散
後
は
、

現
在
の
１
本
部
３
分
署
体
制
は
ど

う
な
る
の
か

こ
れ
ま
で
、
本
部
の
提
案
し
た
辰

口
地
区
東
部
と
川
北
町
東
部
に
対

処
し
た
新
分
署
を
人
口
の
多
い
辰
口
地

区
に
置
か
ず
、
あ
え
て
川
北
町
に
設
置

す
る
と
い
う
方
針
案
は
、
川
北
町
に
も

配
慮
さ
れ
て
い
る
計
画
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
解
散
後
は
、
ど
の
よ
う

な
体
制
に
な
る
か
は
、
ま
だ
答
え
ら
れ

る
段
階
で
は
な
い
。

　
今
後
は
、
広
域
事
務
組
合
の
解
散
に

向
け
、
関
係
者
に
お
い
て
調
整
作
業
が

進
め
ら
れ
る
。
協
議
結
果
が
ま
と
ま
り

次
第
、
報
告
し
て
い
く
。

 

中
山
間
地
域
の
振
興
策

今
後
の
中
山
間
地
活
性
化
策
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
施
策
展
開
を
考

え
て
い
る
の
か

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

と
の
連
携
事
業
や
金
沢
大
学
が
主

体
的
と
な
っ
た
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
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▲「まち歩きイベント」で宮竹町民と
　JAIST生が交流を図りました

て
い
る
。

　
南
西
地
域
の
防
空
体
制
強
化
の
た
め

で
あ
る
。
小
松
基
地
の
位
置
づ
け
や
性

格
等
変
更
す
る
も
の
で
な
い
。
ま
た
、

戦
闘
機
を
増
強
し
、
基
地
強
化
を
行
う

た
め
の
移
転
で
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

 

子
ど
も
の
貧
困
対
策

15
歳
の
貧
困
状
態
に
あ
る
子
ど
も

の
進
学
率
改
善
で
、
税
や
保
険
料

等
の
納
付
が
国
全
体
で
１
兆
１
千
億
円

増
え
る
と
試
算
さ
れ
る
。
貧
困
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
対
策
を
更
に
強
化
す
べ
き

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
並
び
に
大
綱
に
基

づ
き
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
に
は
「
こ
ど
も
未
来
応

援
設
計
策
定
事
業
」
で
貧
困
の
実
態
調

査
も
行
う
。

 

自
衛
隊
小
松
基
地

早
朝
や
コ
ー
ス
外
の
飛
行
と

「
10
・
４
協
定
」
は
守
ら
れ
て
い

な
い
。
能
美
市
の
上
空
を
飛
ぶ
戦
闘
機

に
対
し
、
緊
張
感
を
も
っ
て
対
応
す
べ

き
で
な
い
か

天
候
の
状
況
や
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
な

ど
特
殊
な
要
因
も
あ
り
、
理
解
も

必
要
で
あ
る
。

　
「
10
・
４
協
定
」
の
基
本
協
定
に

従
っ
て
、
騒
音
へ
の
配
慮
や
安
全
対
策

に
対
し
、
引
き
続
き
遵
守
す
る
よ
う
防

衛
省
に
要
望
し
て
い
く
。

防
衛
省
は
小
松
基
地
を
戦
闘
機
部

隊
の
中
核
基
地
に
強
化
す
る
計
画

で
あ
る
。
ア
グ
レ
ッ
サ
ー
部
隊
の
移
転

配
備
、
弾
薬
庫
の
増
設
、
日
米
豪
の
合

同
演
習
と
危
険
も
増
え
る
の
で
な
い
か

防
衛
政
策
は
国
の
専
権
事
項
で
あ

り
、
地
方
の
一
自
治
体
と
し
て
評

価
で
き
な
い
。

　
ア
グ
レ
ッ
サ
ー
部
隊
の
移
動
は
、
自

衛
隊
全
体
の
戦
術
技
量
向
上
の
た
め
、

高
度
か
つ
効
果
的
な
戦
技
研
究
や
関
係

部
隊
の
指
導
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
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役
割
連
携
を
更
に
推
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
土
曜

専
門
相
談
は
、
全
保
護
者
宛
て
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
子
育
て
や
不
登
校
で
悩

む
保
護
者
に
対
し
て
は
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

子
供
達
の
生
き
る
力
と
情
報
活
用

能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
利
用
で
は
な
く
、
活
字
や
人
と

の
会
話
か
ら
の
情
報
活
用
に
重
点
を
お

い
た
教
育
を
進
め
よ

情
報
活
用
能
力
の
醸
成
に
つ
い
て

は
、
書
籍
や
新
聞
、
地
域
の
方
々

の
話
な
ど
の
情
報
を
い
か
に
活
用
し
て

い
く
か
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
も
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
市
内
に
は
、
新
聞
を
教
材
と
し

て
活
用
し
、
現
代
社
会
に
興
味
を
持
た

せ
、
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

　
ま
た
、
各
学
校
図
書
館
の
蔵
書
数
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
で
情
報
活
用
能
力
を

高
め
て
い
き
た
い
。

 

教
育
施
策
の
大
綱
と
学
校
教
育

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
伝
統
・
文
化
、

自
然
、
産
業
等
の
学
習
の
機
会
を

増
や
し
、
ふ
る
さ
と
能
美
市
が
好
き
な

子
供
を
育
て
て
い
く
教
育
を
進
め
よ

小
学
校
で
は
、
九
谷
焼
陶
芸
館
で

の
絵
つ
け
体
験
や
、
蟹
淵
、
虚
空

蔵
山
等
地
域
資
源
に
関
す
る
学
習
を
行

い
、
中
学
校
で
は
、
地
域
福
祉
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
能
美
市
に
つ
い
て

考
え
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
人

材
を
活
用
し
、
学
校
の
教
育
活
動
と
地

域
と
を
結
び
つ
け
、
ふ
る
さ
と
能
美
市

を
愛
す
る
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
。

発
達
障
が
い
児
等
の
問
題
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
、
各
相
談
窓
口

や
そ
の
相
談
機
能
は
十
分
に
周
知
さ
れ

活
用
さ
れ
て
い
る
か

教
育
セ
ン
タ
ー
や
子
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、
不
登
校
や
子
供

の
発
達
の
問
題
等
様
々
な
相
談
を
受
付

け
て
い
る
。
毎
月
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
相
談
員
等
で
構
成

す
る
連
絡
会
を
開
催
し
、
情
報
共
有
、

▲地域の人から蟹淵について学ぶ
　小学生
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係
部
署
と
も
相
談
す
る
。
そ
の
結
果
、

木
材
の
利
活
用
へ
の
協
力
体
制
や
推
進

体
制
が
整
う
様
で
あ
れ
ば
、
同
宣
言
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

 

英
語
力
向
上

文
部
科
学
省
の
英
語
教
育
に
関
す

る
調
査
に
よ
れ
ば
、
習
得
率
は
２

〜
４
割
程
度
で
あ
り
、
目
標
に
は
達
し

て
い
な
い
。
市
の
見
解
と
、
今
後
の
英

語
力
向
上
の
た
め
の
取
組
み
を
問
う

調
査
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
公
表
さ
れ
て

い
る
が
、
市
へ
は
結
果
が
届
い
て
い
な

い
。
調
査
内
容
や
結
果
が
公
表
さ
れ
れ

ば
、
分
析
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
英
語
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
小
・

中
学
校
の
連
携
を
推
進
し
、
教
師
の
授

業
力
向
上
の
た
め
の
研
修
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
市
内
の
企
業
人
や
北
陸
先
端

大
の
留
学
生
な
ど
を
講
師
と
す
る
講
演

会
を
行
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現

代
社
会
の
現
状
を
、
生
徒
が
肌
で
感
じ

ら
れ
る
、
ま
た
生
徒
自
身
が
学
ぶ
意
欲

を
高
め
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
、

学
校
と
共
に
検
討
し
進
め
て
い
き
た
い
。

 

木
育
の
推
進

「
木
育
」
の
更
な
る
啓
蒙
を
推
進

し
、
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
」

を
実
施
せ
よ

能
美
市
で
は
、
毎
年
、
低
学
年
以

下
の
児
童
お
よ
び
幼
児
の
親
子
を

対
象
と
し
た
工
作
体
験
や
、
幼
児
の
親

子
を
対
象
に
積
み
木
で
遊
ぶ
イ
ベ
ン
ト

や
積
み
木
遊
び
の
分
科
会
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
種
団
体
や
市
役
所
の
複
数

の
課
な
ど
も
毎
年
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
「
木
育
」
の
啓
蒙
を
推
進
し
て

い
る
。

　
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
」
は
、
木

育
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
開
催
や
木
育
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
な
ど
６
事
業
の
内

２
つ
以
上
を
実
施
す
る
事
を
公
に
宣
言

す
る
も
の
で
、
調
印
式
を
行
う
自
治
体

も
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
単
な
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
だ
け
で
な
く
予
算

の
執
行
も
伴
う
。
そ
の
為
、
森
林
資
源

の
利
活
用
が
ど
の
様
に
地
方
創
生
に
つ

な
が
っ
て
ゆ
く
か
、
ま
た
、
企
業
参
画

と
環
境
保
全
の
推
進
な
ど
の
課
題
を
関
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に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
で
、
学
生

と
地
域
住
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と
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よ
る
地
域
の

活
性
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事
業
等
を
展
開
し
、
さ
ら
な
る

交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
げ
た
い
。

　
住
み
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ま
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住
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っ
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と
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え
る
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
が
基
盤
で

あ
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、
総
合
的
な
施
策
の
展
開
が
不
可

欠
で
あ
る
。
地
域
住
民
や
市
民
団
体
、

企
業
、
大
学
、
行
政
が
連
携
を
と
り
な

が
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進
め
る
。
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せ
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や
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市
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の
見
直
し
、

さ
ら
に
土
地
利
用
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画
の
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に

も
着
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予
定
で
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る
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減
少

時
代
の
到
来
を
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ま
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、
能
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市
の
将

来
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る
べ
き
姿
、
新
た
な
グ
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デ

ザ
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と
し
て
地
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実
情
等
を
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土
地
利
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想
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い
く
。

 

能
美
消
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本
部

能
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域
事
務
組
合
の
解
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後
は
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現
在
の
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本
部
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分
署
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な
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の
か
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し
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に
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え
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る
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る
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で
は
な
い
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と

思
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解
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後
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ど
の
よ
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な
体
制
に
な
る
か
は
、
ま
だ
答
え
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る
段
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で
は
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今
後
は
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事
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組
合
の
解
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に
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、
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者
に
お
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て
調
整
作
業
が

進
め
ら
れ
る
。
協
議
結
果
が
ま
と
ま
り

次
第
、
報
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て
い
く
。

 

中
山
間
地
域
の
振
興
策

今
後
の
中
山
間
地
活
性
化
策
に
つ

い
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ど
の
よ
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な
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策
展
開
を
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え
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る
の
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先
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科
学
技
術
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学
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学

と
の
連
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事
業
や
金
沢
大
学
が
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体
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と
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っ
た
地
（
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　JAIST生が交流を図りました
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る
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る
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成
28
年
度
に
は
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来
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設
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定
事
業
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で
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困
の
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調
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早
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や
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外
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行
と
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・
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協
定
」
は
守
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い

な
い
。
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市
の
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空
を
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機

に
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緊
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対
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す
べ

き
で
な
い
か

天
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の
状
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な

ど
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な
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も
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り
、
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解
も
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で
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る
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「
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・
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」
の
基
本
協
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に
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っ
て
、
騒
音
へ
の
配
慮
や
安
全
対
策

に
対
し
、
引
き
続
き
遵
守
す
る
よ
う
防

衛
省
に
要
望
し
て
い
く
。

防
衛
省
は
小
松
基
地
を
戦
闘
機
部

隊
の
中
核
基
地
に
強
化
す
る
計
画

で
あ
る
。
ア
グ
レ
ッ
サ
ー
部
隊
の
移
転

配
備
、
弾
薬
庫
の
増
設
、
日
米
豪
の
合

同
演
習
と
危
険
も
増
え
る
の
で
な
い
か

防
衛
政
策
は
国
の
専
権
事
項
で
あ

り
、
地
方
の
一
自
治
体
と
し
て
評

価
で
き
な
い
。

　
ア
グ
レ
ッ
サ
ー
部
隊
の
移
動
は
、
自

衛
隊
全
体
の
戦
術
技
量
向
上
の
た
め
、

高
度
か
つ
効
果
的
な
戦
技
研
究
や
関
係

部
隊
の
指
導
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

QA

QA

QA

▲子育て支援の充実を

近藤 啓子 議員
日本共産党

役
割
連
携
を
更
に
推
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
土
曜

専
門
相
談
は
、
全
保
護
者
宛
て
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
子
育
て
や
不
登
校
で
悩

む
保
護
者
に
対
し
て
は
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

子
供
達
の
生
き
る
力
と
情
報
活
用

能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
利
用
で
は
な
く
、
活
字
や
人
と

の
会
話
か
ら
の
情
報
活
用
に
重
点
を
お

い
た
教
育
を
進
め
よ

情
報
活
用
能
力
の
醸
成
に
つ
い
て

は
、
書
籍
や
新
聞
、
地
域
の
方
々

の
話
な
ど
の
情
報
を
い
か
に
活
用
し
て

い
く
か
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
も
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
市
内
に
は
、
新
聞
を
教
材
と
し

て
活
用
し
、
現
代
社
会
に
興
味
を
持
た

せ
、
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

　
ま
た
、
各
学
校
図
書
館
の
蔵
書
数
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
で
情
報
活
用
能
力
を

高
め
て
い
き
た
い
。

 

教
育
施
策
の
大
綱
と
学
校
教
育

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
伝
統
・
文
化
、

自
然
、
産
業
等
の
学
習
の
機
会
を

増
や
し
、
ふ
る
さ
と
能
美
市
が
好
き
な

子
供
を
育
て
て
い
く
教
育
を
進
め
よ

小
学
校
で
は
、
九
谷
焼
陶
芸
館
で

の
絵
つ
け
体
験
や
、
蟹
淵
、
虚
空

蔵
山
等
地
域
資
源
に
関
す
る
学
習
を
行

い
、
中
学
校
で
は
、
地
域
福
祉
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
能
美
市
に
つ
い
て

考
え
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
人

材
を
活
用
し
、
学
校
の
教
育
活
動
と
地

域
と
を
結
び
つ
け
、
ふ
る
さ
と
能
美
市

を
愛
す
る
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
。

発
達
障
が
い
児
等
の
問
題
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
、
各
相
談
窓
口

や
そ
の
相
談
機
能
は
十
分
に
周
知
さ
れ

活
用
さ
れ
て
い
る
か

教
育
セ
ン
タ
ー
や
子
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、
不
登
校
や
子
供

の
発
達
の
問
題
等
様
々
な
相
談
を
受
付

け
て
い
る
。
毎
月
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
相
談
員
等
で
構
成

す
る
連
絡
会
を
開
催
し
、
情
報
共
有
、

▲地域の人から蟹淵について学ぶ
　小学生
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森　 善克 議員
能美保守の会
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総務常任委員会 ●NPO法人尾道空き家再生プロジェクト「空き家バンク制度」
●広島県廿日市市「定住促進施策（地域支援員制度）」

●空き家バンク制度
NPO法人尾道空き家再生プロジェクトでは、尾道市から受託している「空き家バンク」事業におい
て、これまで23件ものマッチングを成立させている。行政が運営していた時は、年2～3件のマッチ
ングであったというから、驚くべき数字である。
個人情報を取り扱う登録業務は行政が行い、NPO側は移住者の引越しを手伝うなど細やかさを活か
して家主・移住希望者の窓口業務を担うというように、行政、NPO双方の特性を活かした協働が行わ
れている。
●地域支援員制度
廿日市市では、中山間地域での移住や交流人口の拡大を図るため、定
住支援員を配置している。また、地域お越し協力隊なども活用し、空き
家等の物件の掘り起こしや補助金制度を企画、定住希望地域のコミュニ
ティへの紹介など定住実現に向けたきめ細やかな相談や助言を行ってい
る。定住を希望する人に安易に補助金を出すことはせずに、認知度の向
上に力を入れており、首都圏に向けての情報発信を行っていた。能美市
においても首都圏に向けた更なる情報発信の参考にすべきである。

議会運営委員会
●議会報告会
知立市議会では、定例会終了ごとに年４回の議会報告会を開催しているほか、市民からの要望に応
じて委員会が行う出前講座にも取り組んでいる。講座では委員会審査の内容をさらに詳しく説明する
ものとして議会報告会とのすみ分けを図っている。
●政策討論会
掛川市議会では、議会が取り組んでいる政策提言を議会報告会のテーマにしているところに大きな
特徴がある。毎年、社会情勢に見合ったテーマを設け、議会報告会の意見交換会を通して市民の意見
を吸収し、政策提言に反映している。
●議会のＩＣＴ化（タブレットの導入）
焼津市では、全職員の業務用端末をノート型からタブレット型へと
移行し運用を開始した。「コスト削減」と「業務効率化」の両立をめざ
し思い切った業務環境の変革に取り組んだ事例として注目されている。
このほか、テレビ電話としても使えるタブレットの多機能性に注目
した市民サービス提供や現場職員との情報共有に効果を発揮しており、
年間の経費節減は約3,000万円を見込んでいるとの説明があった。

産業経済常任委員会 ●福井県若狭町「都市からの若者の就農、定住促進」
●兵庫県豊岡市「コウノトリツーリズム、環境創造型農業」

●都市からの若者の就農、定住促進
若狭町では、都市からの就農を目指す研修生に対し、若狭町が持つ空気・価値観を直接伝えること
が必要と考え、町内外の有志を中心に「かみなかワーキングネット」を編成している。地域に根ざし
たビジネスを興す活力と自立志向を持った人材育成を図っている。
また、都市ネットワークづくりのため、民間企業の活力とノウハウを活用すると共に、若狭町の魅
力を町外にＰＲする「広報施策」を同時に推進し、農業生産法人だけでは手に負えない、「サポー
ターの組織化」等の課題に取り組んでいる。
●コウノトリツーリズム、環境創造型農業
豊岡市では、コウノトリも住める豊かな文化、地域、環境づくりを目
指す「コウノトリ育む農法」減農薬栽培、無農薬栽培に取り組み、その
耕作面積は順調に増加している。しかしそれに伴い、近年乾燥調製施設
の不足やニーズの高まる無農薬栽培での除草作業労力等の課題が生じて
いる。このため、一層の販路拡大を進める「推進事業」、乾燥調製の拠
点整備や乗用除草機の導入を支援する「条件整備事業」により、コウノ
トリ育む農法の拡大を推進している。

議会の活性化に関する検討会
●京都府木津川市「政務活動費、議員定数・報酬等の
　　　　　　　　　あり方など」
●京都府福知山市「議員定数・報酬等のあり方、
　　　　　　　　　議会改革への取り組みなど」

●政務活動費
木津川市議会では、政務活動費の使途の透明性を確保するため、ホームページや議会だよりに収支報
告書を公表するほか、領収書、研修報告書等は、議会図書室に写しを置き、自由に閲覧ができるように
なっている。
市民に議会活動を知ってもらい、政務活動費の使途に関して市民に疑いを持たれず説明責任を果た
していくためには、収支報告書の公表は最も有効な一手段として、今後検討する必要がある。
●議員定数・報酬のあり方
福知山市議会では「議員報酬等検討委員会」を設置し、議員の定数・報
酬について協議検討を進めている。大学教授を招聘した講演会の開催や
市民アンケートも行うほか、検討委員会で審議した内容について議会報
告会の機会を利用して報告するなど市民対象に説明責任を果たすよう努
めている。
また、市民アンケートでは、他市の事例や報酬月額の現状を紹介するな
ど、若い成り手がなかなか育たない現状の改善につなげたいとの意欲が
感じられた。

教育福祉常任委員会 ●岐阜県笠松町「道徳のまちづくり条例」　
●東京都江東区立第二亀戸中学校「道徳教育授業参観」
●東京都練馬区立北原小学校「平成27年度研究発表会授業参観」

●道徳のまちづくり条例
笠松町では、平成19年に「笠松町道徳のまちづくり条例」を制定し、地域、家庭、学校が一体と
なった道徳的風土及び人づくりを進めるとした。「①きれいな、②ささえあう、③あいさつの各まち
づくり推進部会」が方向性や活動の推進をし、最終的には「笑顔でありがとう」と言える思いやりの
ある姿を目指している。
●道徳教育授業参観
第二亀戸中学校では、他人の意見を聞き、３回のミーティングにより、自らの生き方を自己決定で
きる「自分探し」を目指している。授業の注意点はワークシートを３回
使用し、その都度に配布し、全員発表させることである。
北原小学校では、①心が引かれる、②自分の思いや考えを表す、③考
えを深め合う道徳の授業をつくることである。各学年３クラス計18クラ
スが、一斉に45分の道徳授業を開始し、板書の掲示物工夫やキーワード
の提示など全クラスが同じ進行内容で統一されていた。

委員会行政視察委員会行政視察委員会行政視察
　議会では、毎年、行政視察を行っています。議員が先進地を視察し、広く見識を深めること
により市政の発展に寄与することを目的としています。
　今号では、３常任委員会及び議会運営委員会、議会の活性化に関する検討会の視察内容を報
告します。

●愛知県知立市「議会報告会、議会基本条例制定後の議会活性化と課題など」
●静岡県掛川市「政策討論会と政策提言、議会活性化の取り組みなど」
●静岡県焼津市「タブレット端末の導入、常任委員会からの市長提言など」

▲古民家再生に取り組む空き家
　再生プロジェクト

▲若者の就農や定住に取り組む
　かみなか農楽舎

▲議場見学（知立市議会）

▲道徳に関する取り組みの意見
　交換（笠松町議会）

▲木津川市議会
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また、市民アンケートでは、他市の事例や報酬月額の現状を紹介するな
ど、若い成り手がなかなか育たない現状の改善につなげたいとの意欲が
感じられた。

教育福祉常任委員会 ●岐阜県笠松町「道徳のまちづくり条例」　
●東京都江東区立第二亀戸中学校「道徳教育授業参観」
●東京都練馬区立北原小学校「平成27年度研究発表会授業参観」

●道徳のまちづくり条例
笠松町では、平成19年に「笠松町道徳のまちづくり条例」を制定し、地域、家庭、学校が一体と
なった道徳的風土及び人づくりを進めるとした。「①きれいな、②ささえあう、③あいさつの各まち
づくり推進部会」が方向性や活動の推進をし、最終的には「笑顔でありがとう」と言える思いやりの
ある姿を目指している。
●道徳教育授業参観
第二亀戸中学校では、他人の意見を聞き、３回のミーティングにより、自らの生き方を自己決定で
きる「自分探し」を目指している。授業の注意点はワークシートを３回
使用し、その都度に配布し、全員発表させることである。
北原小学校では、①心が引かれる、②自分の思いや考えを表す、③考
えを深め合う道徳の授業をつくることである。各学年３クラス計18クラ
スが、一斉に45分の道徳授業を開始し、板書の掲示物工夫やキーワード
の提示など全クラスが同じ進行内容で統一されていた。

委員会行政視察委員会行政視察委員会行政視察
　議会では、毎年、行政視察を行っています。議員が先進地を視察し、広く見識を深めること
により市政の発展に寄与することを目的としています。
　今号では、３常任委員会及び議会運営委員会、議会の活性化に関する検討会の視察内容を報
告します。

●愛知県知立市「議会報告会、議会基本条例制定後の議会活性化と課題など」
●静岡県掛川市「政策討論会と政策提言、議会活性化の取り組みなど」
●静岡県焼津市「タブレット端末の導入、常任委員会からの市長提言など」

▲古民家再生に取り組む空き家
　再生プロジェクト

▲若者の就農や定住に取り組む
　かみなか農楽舎

▲議場見学（知立市議会）

▲道徳に関する取り組みの意見
　交換（笠松町議会）

▲木津川市議会



能美市議会だよりは環境に優しい再生紙
及び大豆油インキを使用しています。

編 集 後 記

広報特別委員会　委員長：嵐 昭夫　副委員長：田中大佐久　委員：開道 昌信、田中策次郎、橋本 崇史、近藤  博、仙台 謙三

昨年11月の臨時議会で新たに広報特別委員会のメ
ンバーとなりました新人です。「開かれた議会」、
「信頼される議会」となれるよう持てる力を100％
出して頑張っていきますのでよろしくお願いします。

考え方や行動の転換期はこれまでにいくつかあり
ましたが、やはり一番大きいのは、「賢者は歴史に
学び、愚者は経験に学ぶ」という言葉を偉大なる先
輩から受けたときでした。頼朝はなぜ流罪人であり
ながら幕府を開くことができたのか、我が国にはな

ぜ神社やお寺がこんなにも多いのかなど日本史の不
思議さをいくつか感じながらも、日本人の常識は世
界の非常識とも言われたりもしたが、解決できずも
やもやとしたものがありました。

20数年前に、井沢元彦著の「逆説の日本史」に巡
り合えてから、「言霊」と「怨霊」主義に支配され
た歴史が理解でき、「目から鱗が落ちた」状態にな
りました。日本史に興味がある方は是非お読みに
なってください。　　　　　　　　　  （近藤　博）

『のみだより』へのご意見・ご感想や能美市
議会へのご意見などございましたら、下記の
宛先までお寄せください。

ご意見・ご感想
検索能美市議会映像配信

第49号　能美市議会だより 16

〒923-1297 能美市来丸町 1110 番地
能美市議会事務局
Ｔ Ｅ Ｌ：（0761）58-2240
Ｆ Ａ Ｘ：（0761）58-2295
Ｅ-mail：gikai@city.nomi.lg.jp

本会議の録画映像を
HPで配信しています

皆さまお気軽に傍聴に
お越しください

平成28年

６月定例会のお知らせ
（会期：６月６日～６月20日）

●６月 ６日㈪ 提案理由説明
●６月10日㈮ 一般質問
●６月13日㈪ 一般質問
●６月20日㈪ 委員長報告、
 討論、採決

１月

３月

２月

こんな活動していますこんな活動しています
総　務･･･総務常任委員会　　　　　　議　運･･･議会運営委員会　　　　基　地･･･基地対策特別委員会
産　経･･･産業経済常任委員会　　　　全　協･･･議会全員協議会　　　　いじめ･･･いじめ・虐待等社会問題対策特別委員会
教　福･･･教育福祉常任委員会　　　　広　報･･･広報特別委員会　　　　活性化･･･議会の活性化に関する検討会

  6日 広報（議会だより48号の編集）
  8日 教福（各課報告）
13日 広報（議会だより48号の再編集）
14日 視察受入（大学連携：上田市）
 議運（議員研修会他）
 活性化（市民アンケート結果の審査）
18日 総務（各課報告）
21日 視察受入（定住促進：八街市）
22日 産経（各課報告）
25日～27日
 総務視察（尾道市、廿日市市）
28日～29日
 活性化視察（木津川市、福知山市）

  1日 視察受入（子育て支援：四万十市）
  1日～3日
 産経視察（若狭町、京丹後市、豊岡市）
  3日～5日
 教福視察（笠松町、江東区、練馬区）
  4日 視察受入（地域包括ケアシステム：知立市）
  5日 視察受入（政治倫理審査：久留米市）
  9日 視察受入（学力向上：阿南市）
12日 広報（議会報告会）
15日 総務（各課報告）
16日 教福（各課報告）
17日～19日
 議運視察（知立市、焼津市、掛川市）
22日 産経（各課報告、市内視察）
 議運（第１回定例会会期日程）

 全協（第１回定例会会期日程）
 活性化（市民アンケート結果の審査）
24日 議員研修会（議員定数、議員報酬）
25日～26日
 予算説明会
26日 広報（議会報告会）
29日 議運（議事日程）
 全協（議事日程）
 本会議（開会、議案上程、提案理由説明）

  2日 議運（代表質問・一般質問発言順）
  7日 活性化（市民アンケート結果の審査）
  9日 議運（議事日程）
 全協（議事日程）
 本会議（代表質問・一般質問）
10日 本会議（一般質問、質疑、委員会付託）
11日 予算決算常任委員会全体会
 広報（議会報告会）
14日 教福、予算決算教福分科会（付託案件の審査）
15日 総務、予算決算総務分科会（付託案件の審査）
16日 産経、予算決算産経分科会（付託案件の審査）
17日 いじめ（現状の取り組み、意見交換）
22日 予算決算常任委員会全体会
 議運（第２回定例会会期日程他）
23日 議運（議事日程）
 全協（議事日程）
 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）
 広報（議会だより49号のレイアウト案）


